
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

一
七

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と

契
約
当
事
者
の
確
定

─
番
号
と
氏
名
の
機
能
比
較
を
通
じ
た
検
討

─
田
　
　
中
　
　
夏
　
　
樹

Ⅰ
　
序

１
　「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
問
題
の
所
在

２
　
検
討
の
手
法

３
　
本
稿
の
構
成

Ⅱ
　「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
そ
の
類
型
化

１
　「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
契
約
当
事
者
の
確
定

論
　
説

）
七
六
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

一
八

２
　
類
型
化
に
よ
る
「
番
号
」
の
法
的
位
置
づ
け
の
明
確
化

３
　
小
括

Ⅲ
　
氏
名
の
性
質

１
　
氏
名
と
氏
名
権

２
　
氏
名
の
機
能

３
　「
他
人
の
番
号
」
と
「
他
人
の
名
」

Ⅳ
　「
番
号
」
と
「
名
」
を
法
的
に
同
一
視
し
、
類
推
適
用
が
可
能
か
。

Ⅴ
　
結
語

１
　
ま
と
め

２
　
残
さ
れ
た
課
題

Ⅰ
　
序

１
　「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
問
題
の
所
在

⑴
　「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」

昨
今
、
電
子
商
取
引
に
お
い
て
、
ア
カ
ウ
ン
ト
保
有
者
と
は
別
の
者
（
以
下
「
行
為
者
」
と
い
う
。）
が
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用
し
て
あ
た

か
も
ア
カ
ウ
ン
ト
保
有
者
の
よ
う
に
振
る
舞
う
事
例
が
増
加
し
て
い
る
（
１
）

。
こ
の
よ
う
な
電
子
商
取
引
に
お
け
る
な
り
す
ま
し
の
事
例
で

は
、「
他
人
の
番
号
・

・

の
下
で
の
行
為
　H

andeln unter frem
der N

um
m

er

」
と
い
う
概
念
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
（
２
）

。
こ
の
概
念
は
、
も
と

）
七
六
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

一
九

も
と
ド
イ
ツ
法
に
存
在
し
て
い
る
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為 H

andeln unter frem
dem

 N
am

em （
３
）

」
に
基
づ
い
て
、
電
子
商
取
引
等

に
対
応
し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
は
、
あ
る
者
が
法
取
引
に
お
い
て
他
人
の
名
の
下

に
現
れ
る
こ
と
、
例
え
ば
代
理
人
が
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
ず
に
あ
た
か
も
自
身
が
本
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
い
、
本
人
の

名
で
相
手
方
と
契
約
す
る
こ
と
で
あ
る
（
４
）

。
こ
れ
に
対
し
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
は
他
人
の
番
号
の
下
に
現
れ
る
こ
と
、
例
え

ば
他
人
の
Ｉ
Ｄ
な
い
し
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
契
約
を
締
結
す
る
場
合
が
あ
た
る
（
５
）

。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

取
引
で
は
、
他
人
の
設
定
し
た
ア
カ
ウ
ン
ト
に
何
ら
か
の
方
法
で
入
手
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
を
用
い
る
こ
と
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
取
引
を
行
っ

た
場
合
、
相
手
方
は
名
義
で
は
な
く
Ｉ
Ｄ
で
示
さ
れ
る
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
っ
て
契
約
相
手
を
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
Ｉ
Ｄ
が
「
番
号
」
に

あ
た
る
（
６
）

。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
の
「
番
号
」
は
数
字
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｄ
を
構
成
す
る
よ
う
な
英
字
も
含
ん
だ
概
念
と
し
て
提
唱
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
の
呼
称
を
提
唱
し
たH

anau

は
、
こ
の
番
号
が
用
い
ら
れ
る
事
例
を
複
数
挙
げ
た
う
え
で
、

「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
に
代
理
法
理
が
類
推
適
用
で
き
る
こ
と
、
及
び
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
「
他
人
の
番
号
の
下
で

の
行
為
」
を
比
較
す
る
こ
と
を
通
じ
て
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
代
理
の
規
律
が
類
推
適
用
で
き
る
と
の
見
解
を
採
っ
て
い

る
（
７
）

。
こ
れ
に
よ
り
電
子
商
取
引
に
お
け
る
な
り
す
ま
し
の
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
つ
い
て
、
代
理
法

理
か
ら
の
解
決
を
図
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
他
人
の
名
」
を
示
す
こ
と
と
「
他
人
の
番
号
」
を
示
す
こ
と
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
単
に
個
人
を
表
す
記
号
と
し
て
「
名
」
と
「
番
号
」
が
比
較
さ
れ
て
い
る
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
。「
他
人
の
番
号
」
を

示
す
場
合
に
は
先
に
あ
げ
た
例
の
よ
う
に
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
Ｉ
Ｄ
を
示
し
て
行
う
取
引
が
一
つ
の
具
体
例
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
と
こ

）
七
六
（



「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

一
九

も
と
ド
イ
ツ
法
に
存
在
し
て
い
る
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為 H

andeln unter frem
dem

 N
am

em （
３
）

」
に
基
づ
い
て
、
電
子
商
取
引
等

に
対
応
し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
は
、
あ
る
者
が
法
取
引
に
お
い
て
他
人
の
名
の
下

に
現
れ
る
こ
と
、
例
え
ば
代
理
人
が
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
ず
に
あ
た
か
も
自
身
が
本
人
で
あ
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
い
、
本
人
の

名
で
相
手
方
と
契
約
す
る
こ
と
で
あ
る
（
４
）

。
こ
れ
に
対
し
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
は
他
人
の
番
号
の
下
に
現
れ
る
こ
と
、
例
え

ば
他
人
の
Ｉ
Ｄ
な
い
し
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
契
約
を
締
結
す
る
場
合
が
あ
た
る
（
５
）

。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

取
引
で
は
、
他
人
の
設
定
し
た
ア
カ
ウ
ン
ト
に
何
ら
か
の
方
法
で
入
手
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
を
用
い
る
こ
と
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
取
引
を
行
っ

た
場
合
、
相
手
方
は
名
義
で
は
な
く
Ｉ
Ｄ
で
示
さ
れ
る
ア
カ
ウ
ン
ト
に
よ
っ
て
契
約
相
手
を
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
Ｉ
Ｄ
が
「
番
号
」
に

あ
た
る
（
６
）

。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
の
「
番
号
」
は
数
字
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ｄ
を
構
成
す
る
よ
う
な
英
字
も
含
ん
だ
概
念
と
し
て
提
唱
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
の
呼
称
を
提
唱
し
たH

anau

は
、
こ
の
番
号
が
用
い
ら
れ
る
事
例
を
複
数
挙
げ
た
う
え
で
、

「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
に
代
理
法
理
が
類
推
適
用
で
き
る
こ
と
、
及
び
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
「
他
人
の
番
号
の
下
で

の
行
為
」
を
比
較
す
る
こ
と
を
通
じ
て
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
代
理
の
規
律
が
類
推
適
用
で
き
る
と
の
見
解
を
採
っ
て
い

る
（
７
）

。
こ
れ
に
よ
り
電
子
商
取
引
に
お
け
る
な
り
す
ま
し
の
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
つ
い
て
、
代
理
法

理
か
ら
の
解
決
を
図
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
他
人
の
名
」
を
示
す
こ
と
と
「
他
人
の
番
号
」
を
示
す
こ
と
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
単
に
個
人
を
表
す
記
号
と
し
て
「
名
」
と
「
番
号
」
が
比
較
さ
れ
て
い
る
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
。「
他
人
の
番
号
」
を

示
す
場
合
に
は
先
に
あ
げ
た
例
の
よ
う
に
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
Ｉ
Ｄ
を
示
し
て
行
う
取
引
が
一
つ
の
具
体
例
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
と
こ

）
七
六
（
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十
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第
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号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

二
〇

ろ
、
電
子
商
取
引
で
使
用
さ
れ
る
ア
カ
ウ
ン
ト
は
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
管
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、「
他
人
の
名
」
を
使
用
す
る
場
合
に
比

べ
て
例
え
ば
代
理
証
書
交
付
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
よ
り
強
固
な
権
利
外
観
を
作
出
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
８
）

。
す
な
わ
ち
、「
他
人

の
番
号
」
を
示
す
た
め
に
は
少
な
く
と
も
電
子
商
取
引
で
は
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
は
ア
カ
ウ
ン
ト
保

有
者
が
秘
匿
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
取
引
の
相
手
方
か
ら
す
れ
ば
ア
カ
ウ
ン
ト
を
操
作
し
て
い
る
の
は
ア
カ
ウ
ン
ト
保
有
者
か
使

用
許
諾
を
与
え
ら
れ
た
者
で
あ
る
と
信
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
不
十
分
な
管
理
や
意
図
的
な
交
付

が
ア
カ
ウ
ン
ト
保
有
者
の
い
か
な
る
責
任
を
根
拠
づ
け
る
の
か
と
い
っ
た
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
は
異
な
る
議
論
も
導
か
れ
て

い
る
（
９
）

。
ま
た
、H

anau

は
電
話
回
線
を
利
用
す
る
契
約
も
ま
た
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
電
話

回
線
は
契
約
を
締
結
し
た
本
人
以
外
に
同
居
し
て
い
る
家
族
や
使
用
人
が
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
、
回
線
の
利
用
者
（
番
号
の
利
用
）
が

契
約
を
締
結
し
た
者
一
人
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
類
型
も
あ
る（10
）

。

こ
の
よ
う
に
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
は
単
に
個
人
を
表
す
記
号
が
「
名
」
と
「
番
号
」

で
異
な
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
法
的
構
造
に
も
差
異
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑵
　
契
約
当
事
者
確
定
の
必
要
性

著
者
は
旧
稿
に
お
い
て
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
で
あ
る
電
子
商
取
引
、
特
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
事
例
を

念
頭
に
、「
他
人
の
番
号
」
を
示
し
た
な
り
す
ま
し
事
例
に
お
い
て
、
代
理
法
理
を
類
推
適
用
す
る
前
提
と
し
て
、
契
約
当
事
者
の
確
定

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
検
討
し
た
（
11
）

。
そ
こ
で
の
問
題
意
識
は
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
で
は
、
例
え
ば
Ａ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
操

作
し
て
い
る
Ｂ
が
Ｃ
と
取
引
す
る
際
に
、
Ｃ
に
示
さ
れ
る
の
は
「＠

A
B
C
123

」
の
よ
う
な
Ｉ
Ｄ
（
番
号
）
に
す
ぎ
ず
、
Ａ
の
氏
名
だ
け

）
六
七
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

二
一

で
な
く
Ｂ
と
い
う
行
為
者
も
Ｃ
か
ら
は
認
識
で
き
な
い
匿
名
性
が
認
め
ら
れ
、
Ａ
と
Ｂ
の
う
ち
い
ず
れ
を
ど
の
よ
う
な
基
準
で
契
約
当
事

者
と
す
る
べ
き
か
明
ら
か
で
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
Ａ
を
契
約
当
事
者
と
す
れ
ば
代
理
法
理
の
（
類
推
）
適
用
が
あ
り
え
、

Ｂ
を
契
約
当
事
者
と
す
れ
ば
Ｃ
が
匿
名
の
ア
カ
ウ
ン
ト
保
有
者
と
契
約
を
締
結
す
る
意
思
を
持
っ
て
い
れ
ば
同
一
性
の
錯
誤
が
問
題
と
な

り
え
る
の
で
あ
り
、
妥
当
す
る
法
律
構
成
を
左
右
す
る
と
い
え
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
お
い
て
誰
を
契
約
当
事
者
と
す
べ
き

か
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
他
方
で
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
は
、
Ｂ
が
Ｃ
と
取
引
を
す
る
際
に
Ｂ
が
自
身
の
名

を
明
か
さ
ず
Ａ
本
人
で
あ
る
よ
う
に
振
る
舞
う
事
例
を
指
し
、
偽
名
で
な
い
限
り
相
手
方
は
本
人
に
該
当
す
る
人
物
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

「
番
号
」
を
示
し
た
場
合
と
同
じ
よ
う
な
匿
名
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
当
事
者
確
定
が
「
番
号
」
を
示
し
た
場
合
に
比
し
て
容
易
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
で
は
よ
り
強
固
な
権
利
外
観
を
作
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
責
任
の
帰
属
主
体
が
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
に
比
べ
不
明
確
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
契
約
当
事
者
確
定
の
必
要
性
は
主
に
電
子
商
取
引
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
しH

anau

は
電
子
商
取
引
の
例

以
外
に
も
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
し
て
、
先
に
あ
げ
た
電
話
回
線
を
利
用
す
る
契
約
や
他
人
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と

P
in

コ
ー
ド
（
電
子
商
取
引
の
パ
ス
ワ
ー
ド
に
相
当
）
を
利
用
し
て
現
金
を
引
き
下
ろ
す
事
例
を
挙
げ
て
い
る
（
12
）

。
こ
の
よ
う
に
「
他
人
の
番
号

の
下
で
の
行
為
」
は
電
子
商
取
引
よ
り
広
い
概
念
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
概
念
一
般
にH

anau

が
主
張
す
る
よ
う
に
代
理
法
理
を

類
推
適
用
す
る
に
は
、
こ
の
当
事
者
の
確
定
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
電
子
商
取
引
以
外
の
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
一
般
に

お
い
て
契
約
当
事
者
の
確
定
を
行
う
必
要
が
い
ま
だ
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
旧
稿
で
論
じ
た
「
相
手
方
の
認
識
可
能
な
意
思
」

に
基
づ
い
て
契
約
当
事
者
の
確
定
を
行
う
べ
き
と
す
る
考
え
方
（
13
）

に
基
づ
け
ば
、
匿
名
化
さ
れ
た
「
番
号
」
が
示
さ
れ
た
だ
け
で
は
、
必
ず

し
も
そ
れ
が
誰
の
意
思
と
認
識
可
能
で
あ
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、「
番
号
」
を
示
し
た
場
合
に
、
誰
を
契
約
当
事
者
と
す

）
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他
人
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番
号
の
下
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の
行
為
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類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
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二
一

で
な
く
Ｂ
と
い
う
行
為
者
も
Ｃ
か
ら
は
認
識
で
き
な
い
匿
名
性
が
認
め
ら
れ
、
Ａ
と
Ｂ
の
う
ち
い
ず
れ
を
ど
の
よ
う
な
基
準
で
契
約
当
事

者
と
す
る
べ
き
か
明
ら
か
で
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
Ａ
を
契
約
当
事
者
と
す
れ
ば
代
理
法
理
の
（
類
推
）
適
用
が
あ
り
え
、

Ｂ
を
契
約
当
事
者
と
す
れ
ば
Ｃ
が
匿
名
の
ア
カ
ウ
ン
ト
保
有
者
と
契
約
を
締
結
す
る
意
思
を
持
っ
て
い
れ
ば
同
一
性
の
錯
誤
が
問
題
と
な

り
え
る
の
で
あ
り
、
妥
当
す
る
法
律
構
成
を
左
右
す
る
と
い
え
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
お
い
て
誰
を
契
約
当
事
者
と
す
べ
き

か
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
他
方
で
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
は
、
Ｂ
が
Ｃ
と
取
引
を
す
る
際
に
Ｂ
が
自
身
の
名

を
明
か
さ
ず
Ａ
本
人
で
あ
る
よ
う
に
振
る
舞
う
事
例
を
指
し
、
偽
名
で
な
い
限
り
相
手
方
は
本
人
に
該
当
す
る
人
物
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

「
番
号
」
を
示
し
た
場
合
と
同
じ
よ
う
な
匿
名
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
当
事
者
確
定
が
「
番
号
」
を
示
し
た
場
合
に
比
し
て
容
易
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
で
は
よ
り
強
固
な
権
利
外
観
を
作
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
責
任
の
帰
属
主
体
が
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
に
比
べ
不
明
確
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
契
約
当
事
者
確
定
の
必
要
性
は
主
に
電
子
商
取
引
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
しH

anau

は
電
子
商
取
引
の
例

以
外
に
も
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
し
て
、
先
に
あ
げ
た
電
話
回
線
を
利
用
す
る
契
約
や
他
人
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と

P
in

コ
ー
ド
（
電
子
商
取
引
の
パ
ス
ワ
ー
ド
に
相
当
）
を
利
用
し
て
現
金
を
引
き
下
ろ
す
事
例
を
挙
げ
て
い
る
（
12
）

。
こ
の
よ
う
に
「
他
人
の
番
号

の
下
で
の
行
為
」
は
電
子
商
取
引
よ
り
広
い
概
念
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
概
念
一
般
にH

anau

が
主
張
す
る
よ
う
に
代
理
法
理
を

類
推
適
用
す
る
に
は
、
こ
の
当
事
者
の
確
定
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
電
子
商
取
引
以
外
の
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
一
般
に

お
い
て
契
約
当
事
者
の
確
定
を
行
う
必
要
が
い
ま
だ
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
旧
稿
で
論
じ
た
「
相
手
方
の
認
識
可
能
な
意
思
」

に
基
づ
い
て
契
約
当
事
者
の
確
定
を
行
う
べ
き
と
す
る
考
え
方
（
13
）

に
基
づ
け
ば
、
匿
名
化
さ
れ
た
「
番
号
」
が
示
さ
れ
た
だ
け
で
は
、
必
ず

し
も
そ
れ
が
誰
の
意
思
と
認
識
可
能
で
あ
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、「
番
号
」
を
示
し
た
場
合
に
、
誰
を
契
約
当
事
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と
す
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二
二

る
か
を
先
決
問
題
と
し
て
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
旧
稿
に
お
い
て
も
部
分
的
に
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
電
子
商
取
引
が
で
き
る

サ
イ
ト
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
取
引
相
手
を
星
の
数
で
評
価
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
（
星
五
つ
が
最
高
評
価
）、
こ
の

よ
う
な
ア
カ
ウ
ン
ト
が
星
に
よ
っ
て
評
価
で
き
る
「
番
号
」
で
あ
れ
ば
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
操
作
し
て
い
る
行
為
者
で
は
な
く
、
そ
の
ア
カ

ウ
ン
ト
保
有
者
が
契
約
当
事
者
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
（
14
）

。
し
か
し
旧
稿
は
あ
く
ま
で
も
Ｂ
Ｇ
Ｈ
二
〇
一
一
年
五
月
一
一
日
判
決

（V
IP
-L
ounge

事
件
判
決
、B

G
H
Z

　189,346

）
で
扱
わ
れ
た
事
案
を
基
に
検
討
を
行
っ
て
お
り
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
う
ち

電
子
商
取
引
の
類
型
、
さ
ら
に
はeB

ay

の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
事
例
を
扱
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
射
程
は
限
ら

れ
て
い
る
。H

anau

が
列
挙
す
る
よ
う
に
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
事
例
に
限
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
一
般
に
つ
い
て
当
事
者
を
番
号
の
保
有
者
と
で
き
る
の
か
明
ら
か
に
す
る
に
は
よ
り
詳

細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
電
子
商
取
引
で
の
考
え
方
が
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
一
般
に
妥
当
す
る
か
否
か
、

作
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
か
と
い
っ
た
点
が
い
ま
だ
不
明
確
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
で
は
よ
り

一
般
的
に
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
お
け
る
契
約
当
事
者
が
誰
で
あ
る
か
を
明
ら
か
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

⑶
　「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
人
格
の
表
示

以
上
の
よ
う
に
、「
他
人
の
名
」
を
示
し
た
場
合
と
「
他
人
の
番
号
」
を
示
し
た
場
合
と
で
差
異
が
存
在
す
る
が
、H

anau

も
差
異
が

存
在
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
同
様
に
代
理
の
規
律
を
適
用
す
る
に

は
、「
番
号
」
と
「
名
」
が
同
一
の
機
能
を
有
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、「
番
号
」
を
示
し
た
場
合
と
「
名
」
を
示
し
た

）
六
七
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

二
三

場
合
と
で
同
様
の
取
扱
い
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
15
）

。
し
か
し
、H

anau

が
こ
の
指
摘
を
す
る
際
に
挙
げ
て
い
る
「
番

号
」
は
上
記
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
る
「
番
号
」
で
あ
り
、H

anau

は
端
的
に
銀
行
が
「
番
号
」
に
よ
っ
て
口
座
の
持

ち
主
を
他
の
人
格
と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
事
例
で
は
、

銀
行
の
よ
う
な
金
融
機
関
が
口
座
番
号
に
よ
っ
て
口
座
の
持
ち
主
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
「
番

号
」
は
金
融
機
関
が
口
座
を
開
設
し
た
者
に
割
り
当
て
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
金
融
機
関
が
氏
名
に
代
わ
る
識
別
番
号
と
し
て
金

融
機
関
自
身
が
決
定
し
付
与
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
金
融
機
関
が
相
手
方
を
特
定
で
き
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し

か
し
、H

anau

は
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
事
例
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
事
例
な
ど
も
挙
げ
て
い
る
と
こ

ろ
、
こ
の
よ
う
な
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
ア
カ
ウ
ン
ト
Ｉ
Ｄ
は
、
契
約
相
手
と
は
無
関
係
に
作
成
さ
れ
た
「
番
号
」
で
あ
り
、
契
約
相

手
が
そ
の
「
番
号
」
を
決
定
し
た
わ
け
で
も
割
り
当
て
た
も
の
で
も
な
く
、
当
然
に
「
名
」
と
同
様
の
識
別
機
能
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
二
つ
の
事
例
で
は
、
契
約
当
事
者
の
確
定
と
「
番
号
」
の
設
定
な
い
し
付
与
の
順
序
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
者
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
事
例
で
は
、
ま
ず
契
約
当
事
者
の
確
定
が
あ
っ
て
、
確
定
さ
れ
た
契
約
当
事
者
に
識
別
番
号
と
し
て
の
「
番
号
」

が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
当
然
「
名
」
と
同
様
の
機
能
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
後
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
事
例
で
は
、

契
約
当
事
者
が
確
定
さ
れ
る
前
に
「
番
号
」
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
番
号
」
を
用
い
て
契
約
当
事
者
の
確
定
が
な
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
と
き
の
「
番
号
」
は
英
数
字
の
羅
列
に
す
ぎ
ず
、
直
ち
に
契
約
当
事
者
を
確
定
さ
せ
る
ほ
ど
に
他
の
人
格
と
区
別
す
る
機
能

を
当
然
に
は
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
は
、「
他
人
の
番
号
」

が
用
い
ら
れ
た
時
点
で
契
約
当
事
者
は
完
了
し
て
い
る
事
例
と
契
約
当
事
者
を
確
定
さ
せ
る
必
要
の
あ
る
事
例
と
が
混
在
す
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
事
例
を
区
別
し
て
類
型
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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約
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確
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二
三

場
合
と
で
同
様
の
取
扱
い
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
15
）

。
し
か
し
、H
anau

が
こ
の
指
摘
を
す
る
際
に
挙
げ
て
い
る
「
番

号
」
は
上
記
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
る
「
番
号
」
で
あ
り
、H
anau

は
端
的
に
銀
行
が
「
番
号
」
に
よ
っ
て
口
座
の
持

ち
主
を
他
の
人
格
と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
事
例
で
は
、

銀
行
の
よ
う
な
金
融
機
関
が
口
座
番
号
に
よ
っ
て
口
座
の
持
ち
主
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
「
番

号
」
は
金
融
機
関
が
口
座
を
開
設
し
た
者
に
割
り
当
て
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
金
融
機
関
が
氏
名
に
代
わ
る
識
別
番
号
と
し
て
金

融
機
関
自
身
が
決
定
し
付
与
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
金
融
機
関
が
相
手
方
を
特
定
で
き
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し

か
し
、H

anau

は
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
事
例
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
事
例
な
ど
も
挙
げ
て
い
る
と
こ

ろ
、
こ
の
よ
う
な
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
の
ア
カ
ウ
ン
ト
Ｉ
Ｄ
は
、
契
約
相
手
と
は
無
関
係
に
作
成
さ
れ
た
「
番
号
」
で
あ
り
、
契
約
相

手
が
そ
の
「
番
号
」
を
決
定
し
た
わ
け
で
も
割
り
当
て
た
も
の
で
も
な
く
、
当
然
に
「
名
」
と
同
様
の
識
別
機
能
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
二
つ
の
事
例
で
は
、
契
約
当
事
者
の
確
定
と
「
番
号
」
の
設
定
な
い
し
付
与
の
順
序
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
者
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
事
例
で
は
、
ま
ず
契
約
当
事
者
の
確
定
が
あ
っ
て
、
確
定
さ
れ
た
契
約
当
事
者
に
識
別
番
号
と
し
て
の
「
番
号
」

が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
当
然
「
名
」
と
同
様
の
機
能
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
後
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
事
例
で
は
、

契
約
当
事
者
が
確
定
さ
れ
る
前
に
「
番
号
」
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
番
号
」
を
用
い
て
契
約
当
事
者
の
確
定
が
な
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
と
き
の
「
番
号
」
は
英
数
字
の
羅
列
に
す
ぎ
ず
、
直
ち
に
契
約
当
事
者
を
確
定
さ
せ
る
ほ
ど
に
他
の
人
格
と
区
別
す
る
機
能

を
当
然
に
は
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
は
、「
他
人
の
番
号
」

が
用
い
ら
れ
た
時
点
で
契
約
当
事
者
は
完
了
し
て
い
る
事
例
と
契
約
当
事
者
を
確
定
さ
せ
る
必
要
の
あ
る
事
例
と
が
混
在
す
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
事
例
を
区
別
し
て
類
型
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

）
六
七
（
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　第
九
十
巻
第
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

二
四

そ
の
う
え
で
、
契
約
当
事
者
の
確
定
が
先
決
問
題
と
し
て
必
要
な
類
型
に
つ
い
て
は
、「
番
号
」
と
「
名
」
が
同
一
の
機
能
を
有
し
て

い
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
契
約
当
事
者
の
確
定
を
論
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
類
型
化
に
続
く
契
約

当
事
者
の
確
定
の
検
討
で
は
、
行
為
者
が
自
身
の
本
名
以
外
の
氏
名
や
番
号
を
示
し
た
場
合
に
、
そ
れ
が
他
人
の
人
格
を
表
示
し
て
い
る

か
否
か
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
区
別
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
番
号
」
を
示
し
た
場
合
に
、
そ
れ
が
他
人
の
人
格
を
示
し
て
い

る
の
か
、
あ
く
ま
で
も
「
番
号
」
を
示
し
た
行
為
者
の
偽
名
と
し
て
示
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
か
を
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
仮
に
、
他
人
の
人
格
を
示
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
契
約
当
事
者
は
当
該
他
人
と
な
り
、
代
理
法
理
の
適
用
の
可
否
が
検
討
さ
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
他
方
で
、
あ
く
ま
で
も
「
番
号
」
が
本
人
の
偽
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
場
合
に
は
、
行
為
者
自
身
が
契
約
当
事
者
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
は
比
較
で
き
な
い
と
い
え
、
代
理
法
理
の
適
用
が
否
定
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
上
記
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
旧
稿
で
は
限
定
的
に
し
か
検
討
で
き
な
か
っ
た
「
番
号
」
を
示
し
て
の
取
引
の
場
合
に
誰

を
契
約
当
事
者
と
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、H

anau

が
列
挙
す
る
「
番
号
」
の
類
型
化
及
び
「
番
号
」
が
人
格
を
表
す
の
は
ど
の
よ
う
な

場
合
か
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
併
せ
て
、
検
討
を
通
じ
て
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」

に
お
け
る
「
番
号
」
の
法
的
な
機
能
な
い
し
役
割
も
ま
た
明
ら
か
に
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
は
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
代
理
法
理
を
類
推
適
用
す
る
う
え
で
の
先
決
事
項
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
り
、
ド

イ
ツ
法
の
概
念
で
あ
る
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
を
日
本
法
に
お
い
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
、
署
名
代
理
と
の
関
係
を
ど
の
よ

う
に
す
べ
き
か
と
い
っ
た
代
理
法
理
を
ど
こ
ま
で
類
推
適
用
で
き
る
か
の
検
討
は
含
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
他
稿
に
て
検
討

す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

）
六
七
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

二
五

２
　
検
討
の
手
法

⑴
　
類
型
化
の
基
準

本
稿
で
は
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
お
け
る
契
約
当
事
者
の
確
定
基
準
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
手
法
と
し
て
、「
番
号
」
の
機
能
な
い
し
役
割
を
明
ら
か
に
し
、「
番
号
」
が
ど
の
よ
う
に
寄
与
す
る
こ
と
で
、「
他
人
の
番

号
の
下
で
の
行
為
」
で
の
契
約
当
事
者
が
確
定
さ
れ
る
か
を
検
討
す
る
。

「
番
号
」
の
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
も
い
く
つ
か
の
類
型
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
第
一
にH

anau

が
列
挙
し
て
い
る
「
番
号
」
の
類
型
化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
際
に
は
、

各
事
例
に
お
い
て
「
番
号
」
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
が
行
わ
れ
た

と
き
に
、
既
に
契
約
当
事
者
が
確
定
し
て
い
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
「
番
号
」
を
基
に
確
定
が
行
わ
れ
る
の
か
に
よ
っ
て
類
型
化
を
行
う
。

⑵
　
氏
名
と
の
比
較

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
に
よ
っ
て
契
約
当
事
者
の
確
定
が
必
要
な
類
型
を
明
ら
か
に
し
た
後
、
氏
名
の
機
能
と
比

較
し
、「
番
号
」
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
方
が
誰
が
契
約
当
事
者
で
あ
る
か
を
認
識
で
き
る
か
の
検
討
を
行
う
。
こ
れ
は
、「
他
人
の

番
号
の
下
で
の
行
為
」
が
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
比
較
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
格
を
表
す
た
め
に
は
「
名
」
つ
ま
り
氏
名

と
共
通
し
た
性
質
を
「
番
号
」
が
持
つ
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
法
に
お
い
て
氏
名
の
法
的
な
位
置
づ

け
を
検
討
し
た
先
行
業
績
は
主
と
し
て
人
格
権
と
し
て
の
氏
名
権
を
検
討
し
た
も
の
が
多
く
（
16
）

、
氏
名
の
機
能
に
つ
い
て
は
氏
名
権
の
前
提

と
し
て
、
氏
名
権
と
比
べ
る
と
や
や
限
定
的
・
断
片
的
な
検
討
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
17
）

。

）
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け
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績
は
主
と
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人
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と
し
て
の
氏
名
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を
検
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し
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の
が
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く
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、
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能
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は
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名
権
の
前
提

と
し
て
、
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権
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比
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る
と
や
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検
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二
六

こ
れ
に
は
氏
名
権
に
つ
い
て
我
が
国
の
民
法
上
明
確
な
規
定
が
置
か
れ
て
い
な
い
（
18
）

こ
と
も
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
こ
の
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
及
び
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
法
に
目
を
向
け
る
と
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
条
に
「
氏
名
権
　N

am
enrecht

」
の
規
定
が
存
在
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
あ
る
程
度
体
系
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
19
）

。
そ
こ
で
、

「
番
号
」
と
比
較
す
る
た
め
の
氏
名
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
法
制
度
を
参
照
す
る
と
と
も
に
、
不
足
し
て
い
る
体
系
的
な
視
点

を
得
る
た
め
併
せ
て
ド
イ
ツ
法
で
の
扱
い
を
参
照
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

３
　
本
稿
の
構
成

本
稿
で
は
、
ま
ず
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
事
例
を
列
挙
し
、
そ
の
時
点
で
契
約
当
事
者
が
既
に
確
定
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
基
準
に
類
型
化
を
試
み
る
（
Ⅱ
）。
次
に
、
Ⅱ
で
の
類
型
化
を
踏
ま
え
、
氏
名
と
比
較
す
る
こ
と
の
必
要
性
、
及
び
氏
名
の
法
的
な
機

能
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
と
「
番
号
」
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
番
号
」
が
「
名
」
と
法
的
に
同
様
に
扱
う
こ
と
が
で
き

る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
Ⅲ
）。
こ
の
時
、
日
本
法
に
比
べ
て
比
較
的
体
系
的
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
法
の
議
論
を
参
照
す

る
。
最
後
に
、
そ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
当
事
者
を
誰
と
す
べ
き
か
と
代
理
法
理
の
類
推
適

用
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
る
（
Ⅳ
）。
ま
た
、
本
稿
の
検
討
は
代
理
法
理
の
類
推
適
用
の
基
礎
を
探
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
ま
と
め

と
と
も
に
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
た
い
（
Ⅴ
）。

）
六
七
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

二
七

Ⅱ
　「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
そ
の
類
型
化

１
　「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
契
約
当
事
者
の
確
定

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
概
念
は
、
あ
る
者
が
法
律
行
為
を
締
結
す
る
際
に
「
他
人
の
番
号
の
下
」
に
現
れ
る
こ
と
で
あ
る

と
さ
れ
、H

anau

は
典
型
例
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
金
銭
を
引
き
下
ろ
す
場
面
を
挙
げ
て
い
る
（
20
）

。
こ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
で
の
引
き
下
ろ
し
で
は
、
引
き
下
ろ
し
を
行
っ
た
者
が
、
名
義
で
は
な
く
権
限
の
あ
る
カ
ー
ド
の
所
持
と
Ｐ
Ｉ
Ｎ
（P

ersonal 

Identification N
um

ber （
21
））

の
使
用
に
よ
り
契
約
当
事
者
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
同
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
カ
ー
ド
の
所
持
と

Ｐ
Ｉ
Ｎ
さ
え
あ
れ
ば
、
本
来
権
限
の
な
い
者
に
よ
っ
て
あ
た
か
も
権
限
の
あ
る
口
座
の
持
ち
主
自
身
が
金
銭
の
引
き
下
ろ
し
を
行
っ
た
と

い
う
印
象
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
22
）

。

H
anau

は
こ
の
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
い
う
概
念
を
説
明
し
た
う
え
で
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
の
比
較
の
必

要
性
を
指
摘
す
る
（
23
）

。
そ
し
て
、H

anau

は
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
に
は
代
理
法
理
が
類
推
適
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条
件
付
き
で

あ
る
が
肯
定
し
（
24
）

、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
の
類
似
性
を
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
理

法
理
が
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
も
適
用
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
25
）

。

こ
の
点
に
つ
い
て
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
で
は
行
為
者
が
示
す
の
は
特
定
の
人
物
の
氏
名
で
あ
り
、
契
約
当
事
者
と
な
る
べ

き
本
人
を
直
接
特
定
で
き
る
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
（
26
）

の
に
対
し
て
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
で
は
行
為
者
が
示
す

の
は
あ
く
ま
で
も
匿
名
の
「
番
号
」
で
あ
る
。
単
な
る
英
数
字
の
羅
列
で
あ
る
「
番
号
」
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
為
者
と
本
人
の
人
格

が
分
離
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
ず
、「
番
号
」
を
示
し
た
場
合
に
誰
を
契
約
当
事
者
と
し
て
確
定
す
べ
き
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か

）
六
六
（
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類
型
化

１
　「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
契
約
当
事
者
の
確
定

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
概
念
は
、
あ
る
者
が
法
律
行
為
を
締
結
す
る
際
に
「
他
人
の
番
号
の
下
」
に
現
れ
る
こ
と
で
あ
る

と
さ
れ
、H

anau
は
典
型
例
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
金
銭
を
引
き
下
ろ
す
場
面
を
挙
げ
て
い
る
（
20
）

。
こ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
で
の
引
き
下
ろ
し
で
は
、
引
き
下
ろ
し
を
行
っ
た
者
が
、
名
義
で
は
な
く
権
限
の
あ
る
カ
ー
ド
の
所
持
と
Ｐ
Ｉ
Ｎ
（P

ersonal 

Identification N
um

ber （
21
））

の
使
用
に
よ
り
契
約
当
事
者
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
同
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
カ
ー
ド
の
所
持
と

Ｐ
Ｉ
Ｎ
さ
え
あ
れ
ば
、
本
来
権
限
の
な
い
者
に
よ
っ
て
あ
た
か
も
権
限
の
あ
る
口
座
の
持
ち
主
自
身
が
金
銭
の
引
き
下
ろ
し
を
行
っ
た
と

い
う
印
象
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
22
）

。
H

anau

は
こ
の
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
い
う
概
念
を
説
明
し
た
う
え
で
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
の
比
較
の
必

要
性
を
指
摘
す
る
（
23
）

。
そ
し
て
、H

anau

は
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
に
は
代
理
法
理
が
類
推
適
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
条
件
付
き
で

あ
る
が
肯
定
し
（
24
）

、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
の
類
似
性
を
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
理

法
理
が
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
も
適
用
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
25
）

。

こ
の
点
に
つ
い
て
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
で
は
行
為
者
が
示
す
の
は
特
定
の
人
物
の
氏
名
で
あ
り
、
契
約
当
事
者
と
な
る
べ

き
本
人
を
直
接
特
定
で
き
る
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
（
26
）

の
に
対
し
て
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
で
は
行
為
者
が
示
す

の
は
あ
く
ま
で
も
匿
名
の
「
番
号
」
で
あ
る
。
単
な
る
英
数
字
の
羅
列
で
あ
る
「
番
号
」
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
為
者
と
本
人
の
人
格

が
分
離
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
ず
、「
番
号
」
を
示
し
た
場
合
に
誰
を
契
約
当
事
者
と
し
て
確
定
す
べ
き
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か

）
六
六
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

二
八

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
作
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
、
そ
れ
が
相
手
方
に
表
示
さ

れ
た
と
し
て
も
Ｉ
Ｄ
の
文
字
列
以
外
に
取
引
歴
や
評
価
と
い
っ
た
情
報
は
な
く
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
た
者
と
ア
カ
ウ
ン
ト
を
操
作
し

て
い
る
行
為
者
と
で
い
ず
れ
が
契
約
当
事
者
と
し
て
確
定
さ
れ
る
か
は
直
ち
に
明
ら
か
で
あ
る
と
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
仮
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
操
作
に
不
慣
れ
な
者
が
ア
カ
ウ
ン
ト
の
作
成
を
他
の
者
に
依
頼
し
た
場
合
に
、
最
初
の
取
引
に
お
い
て
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
作
成

者
を
直
ち
に
契
約
当
事
者
と
確
定
す
る
の
も
妥
当
性
を
欠
く
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
代
理
法
理
の

適
用
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
そ
も
そ
も
「
番
号
」
を
示
す
こ
と
で
「
名
」
を
示
す
場
合
と
同
様
に
契
約
当
事
者
を
確
定
で
き
る
の
か
、

契
約
当
事
者
の
確
定
が
で
き
る
場
合
に
は
誰
と
確
定
す
べ
き
な
の
か
検
討
が
必
要
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、H

anau

が
主
張
す
る
よ
う
に
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
の
類
似
性
を
肯

定
し
て
代
理
法
理
を
類
推
適
用
で
き
る
の
は
、「
番
号
」
が
「
名
」
と
同
様
の
機
能
を
持
つ
場
合
に
限
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

先
に
示
し
た
よ
う
にH

anau

も
、
両
概
念
の
類
似
性
を
検
討
す
る
中
で
、「
番
号
」
と
「
名
」
が
同
様
の
機
能
を
営
む
必
要
が
あ
る
こ
と

は
指
摘
し
、
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
（
27
）

。
し
か
し
そ
の
際
に
検
討
さ
れ
て
い
た
の
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
よ
う
に
「
番
号
」
が
既
に
特

定
さ
れ
て
い
る
契
約
当
事
者
に
対
し
て
「
名
」
に
代
わ
る
識
別
番
号
と
し
て
付
与
さ
れ
て
い
る
類
型
で
あ
っ
た
と
い
え
（
28
）

、
こ
れ
は
「
番

号
」
と
「
名
」
が
同
様
の
機
能
を
営
む
こ
と
が
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
契
約
類
型
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
他
方
で
、

「
番
号
」
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
ア
カ
ウ
ン
ト
Ｉ
Ｄ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
契
約
相
手
と
な
る
者
が
誰
か
で
あ
る
か

を
示
す
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
類
型
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
類
型
に
お
い
て
も
「
番
号
」
と
「
名
」
が
同
一
の
機
能
を
持
つ
の
か
検
討
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
名
」
も
既
に
相
手
方
が
認
識
し
て
い
る
人
物
と
の
照
合
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
相
手
方
に
こ
れ
か
ら
契
約
相
手
と
な
る
者
が
誰
で
あ
る
か
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、「
番
号
」
に
も
そ

）
六
六
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

二
九

の
機
能
に
応
じ
て
い
く
つ
か
の
類
型
分
け
、
類
型
ご
と
に
対
応
す
る
「
名
」
の
機
能
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
よ
り
具
体
的
に
見
る
と
、
電
子
商
取
引
で
の
ア
カ
ウ
ン
ト
Ｉ
Ｄ
は
新
規
の
契
約
相
手
の
選
択
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
番
号
」

が
示
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
い
ま
だ
契
約
当
事
者
が
確
定
し
て
い
な
い
。
他
方
で
、H

anau

は
模
範
例
と
し
て
ユ
ー
ロ
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド

（
現
在
で
は
、G

irocard

に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
）
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
カ
ー
ド
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
し
て
も

使
用
で
き
（
29
）

、H
anau

が
想
定
し
て
い
る
の
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
を
引
き
下
ろ
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
し
て
の
使
用
で
あ
る
（
30
）

。
そ
し
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
用
い
て
現
金
を
引
き
下
ろ
す
に
は
、
前
提
と
し
て
金
融
機
関
と
の
間
で
預
金
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
の
預
金
契
約
の
締
結
時
点
で
既
に
金
融
機
関
に
は
「
番
号
」
の
持
ち
主
が
誰
で
あ
る
か
が
明
ら
か
で
あ
り
、
当
事
者
の
確
定
は
完
了
し

て
い
る
。
む
し
ろ
確
定
し
た
契
約
当
事
者
に
対
し
て
、
金
融
機
関
自
身
が
、
識
別
番
号
と
し
て
の
「
番
号
」
を
付
与
し
て
い
る
と
も
い
え
、

「
番
号
」
が
付
与
さ
れ
て
い
る
時
点
で
は
契
約
当
事
者
の
確
定
が
済
ん
で
お
り
、
先
の
電
子
商
取
引
で
の
場
合
と
は
順
序
が
逆
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
事
例
の
「
番
号
」
は
、
新
規
に
契
約
当
事
者
を
確
定
さ
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
既
に
確
定
し
て
い
る
契
約
相
手

と
現
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
る
人
物
が
同
一
人
物
で
あ
る
か
の
同
定
作
業
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
は
、

債
務
履
行
の
場
面
で
の
確
定
し
て
い
る
契
約
当
事
者
と
「
番
号
」
の
保
有
者
が
同
一
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
我
が
国

の
規
定
で
い
え
ば
、
民
法
四
七
八
条
の
適
用
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
場
面
で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
31
）

。H
anau

は
、
こ
れ
ら
の
事
例
も
、「
他
人

の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
代
理
法
理
を
類
推
適
用
で
き
る
か
と
い
う
文
脈
上
で
言
及
し
て
い
る
（
32
）

が
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
法
に
は
我
が
国
の

民
法
四
七
八
条
に
対
応
す
る
規
定
が
な
く
（
33
）

、
債
務
履
行
時
の
債
権
者
の
な
り
す
ま
し
に
つ
い
て
も
代
理
法
理
の
類
推
適
用
を
検
討
し
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
34
）

。

し
た
が
っ
て
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
つ
い
て
、
既
に
契
約
当
事
者
の
確
定
が
済
ん
で
い
る
類
型
と
い
ま
だ
契
約
当
事
者

）
六
六
（
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の
類
型
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契
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事
者
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確
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中
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二
九

の
機
能
に
応
じ
て
い
く
つ
か
の
類
型
分
け
、
類
型
ご
と
に
対
応
す
る
「
名
」
の
機
能
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
よ
り
具
体
的
に
見
る
と
、
電
子
商
取
引
で
の
ア
カ
ウ
ン
ト
Ｉ
Ｄ
は
新
規
の
契
約
相
手
の
選
択
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
番
号
」

が
示
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
い
ま
だ
契
約
当
事
者
が
確
定
し
て
い
な
い
。
他
方
で
、H

anau

は
模
範
例
と
し
て
ユ
ー
ロ
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド

（
現
在
で
は
、G

irocard

に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
）
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
カ
ー
ド
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
し
て
も

使
用
で
き
（
29
）

、H
anau

が
想
定
し
て
い
る
の
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
現
金
を
引
き
下
ろ
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
し
て
の
使
用
で
あ
る
（
30
）

。
そ
し
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
用
い
て
現
金
を
引
き
下
ろ
す
に
は
、
前
提
と
し
て
金
融
機
関
と
の
間
で
預
金
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
の
預
金
契
約
の
締
結
時
点
で
既
に
金
融
機
関
に
は
「
番
号
」
の
持
ち
主
が
誰
で
あ
る
か
が
明
ら
か
で
あ
り
、
当
事
者
の
確
定
は
完
了
し

て
い
る
。
む
し
ろ
確
定
し
た
契
約
当
事
者
に
対
し
て
、
金
融
機
関
自
身
が
、
識
別
番
号
と
し
て
の
「
番
号
」
を
付
与
し
て
い
る
と
も
い
え
、

「
番
号
」
が
付
与
さ
れ
て
い
る
時
点
で
は
契
約
当
事
者
の
確
定
が
済
ん
で
お
り
、
先
の
電
子
商
取
引
で
の
場
合
と
は
順
序
が
逆
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
事
例
の
「
番
号
」
は
、
新
規
に
契
約
当
事
者
を
確
定
さ
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
既
に
確
定
し
て
い
る
契
約
相
手

と
現
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
る
人
物
が
同
一
人
物
で
あ
る
か
の
同
定
作
業
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
は
、

債
務
履
行
の
場
面
で
の
確
定
し
て
い
る
契
約
当
事
者
と
「
番
号
」
の
保
有
者
が
同
一
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
我
が
国

の
規
定
で
い
え
ば
、
民
法
四
七
八
条
の
適
用
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
場
面
で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
31
）

。H
anau

は
、
こ
れ
ら
の
事
例
も
、「
他
人

の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
代
理
法
理
を
類
推
適
用
で
き
る
か
と
い
う
文
脈
上
で
言
及
し
て
い
る
（
32
）

が
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
法
に
は
我
が
国
の

民
法
四
七
八
条
に
対
応
す
る
規
定
が
な
く
（
33
）

、
債
務
履
行
時
の
債
権
者
の
な
り
す
ま
し
に
つ
い
て
も
代
理
法
理
の
類
推
適
用
を
検
討
し
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
34
）

。

し
た
が
っ
て
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
つ
い
て
、
既
に
契
約
当
事
者
の
確
定
が
済
ん
で
い
る
類
型
と
い
ま
だ
契
約
当
事
者

）
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六
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三
〇

の
確
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
類
型
と
を
分
け
、
後
者
に
つ
い
て
も
「
番
号
」
が
「
名
」
と
同
様
の
機
能
を
有
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
必

要
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

類
型
化
を
試
み
る
前
に
、H

anau

が
列
挙
し
て
い
る
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
を
確
認
し
た
い
。
こ
れ
に
は
七
種
類
が
存
在
し
、

①
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
②
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
③
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
（
ユ
ー
ロ
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
）
④
電
子
マ
ネ
ー
（
ゲ
ル
ト
カ
ル
テ
　

G
eldkarte

）
⑤
電
話
回
線
⑥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
⑦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
（
35
）

。
以
下
、
そ
れ
ぞ

れ
想
定
さ
れ
て
い
る
典
型
例
を
紹
介
し
、
類
型
化
を
試
み
る
。
な
お
、
類
型
化
に
際
し
て
は
、
便
宜
上
契
約
締
結
時
に
契
約
当
事
者
の
確

定
の
た
め
に
用
い
ら
れ
得
る
「
番
号
」
を
「
類
型
甲
」、
既
に
契
約
関
係
が
存
在
し
、
そ
の
本
人
と
の
同
一
性
確
認
に
用
い
ら
れ
得
る

「
番
号
」
を
「
類
型
乙
」
と
す
る
。
な
お
、
こ
れ
か
ら
列
挙
す
る
例
に
お
い
て
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
よ
う
に
「
番
号
」
と
と
も
に

実
際
上
名
義
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る（36
）

。

⑴
　
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ（37）

従
来
は
、
通
帳
な
ど
を
用
い
て
口
座
の
名
義
に
基
づ
い
て
振
込
み
や
引
き
下
ろ
し
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン

グ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
に
お
い
て
口
座
番
号
や
契
約
番
号
及
び
ロ
グ
イ
ン
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
口
座
の
持
ち
主
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
口
座
自
体
は
名
義
が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
ロ
グ
イ
ン
す
る

際
に
は
名
義
で
は
な
く
口
座
番
号
や
契
約
番
号
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
み
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
当
然
当
該
金
融
機
関
と
の
間
で
事
前
に
預
金
契
約
（
消
費
寄
託
契
約
）
を
締
結
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
に
て
用
い
ら
れ
る
口
座
番
号
、
契
約
番
号
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
契
約
締
結

）
六
七
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

三
一

後
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
契
約
締
結
時
に
契
約
当
事
者
を
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
既
に
確
定
し
て
い
る
契
約

当
事
者
に
交
付
さ
れ
、
口
座
名
義
人
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン

キ
ン
グ
に
お
け
る
「
番
号
」
は
「
類
型
乙
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

⑵
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド（38）

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
発
行
会
社
と
の
間
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
契
約
を
締
結
し
、
商
品
の
支

払
い
の
際
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ド
の
所
持
と
暗
証
番
号
を
用
い
て
支
払
い
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
用
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
の
決
済
を
す
る
際
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
、
名
義
、
有
効
期
限
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
番
号
を
入
力
し
て
決
済
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
な
お
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
番
号
に
つ
い
て
は
求
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。

こ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
名
義
人
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
発
行
会
社
、
加

盟
店
と
三
者
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
名
義
人
以
外
の
両
当
事
者
に
よ
っ
て
「
番
号
」
の
機
能
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
発
行
会
社
か
ら
す
れ
ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
所
持
と
暗
証
番
号
の
入
力
に
よ
っ
て
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
名
義
人
本
人
が
使
用
し
て
い
る
か
と
い
う
同
一
性
の
判
断
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
類
型
乙
」
の
「
番
号
」
利
用
で
あ

る
と
い
え
る
。
他
方
で
、
加
盟
店
か
ら
す
れ
ば
、
事
前
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
名
義
人
と
の
間
で
契
約
は
な
く
、「
類
型
乙
」
で
は
あ
り

え
な
い
。
で
は
、「
類
型
甲
」
に
あ
た
る
か
で
あ
る
が
、
例
え
ば
対
面
で
の
取
引
の
場
合
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
た
と
し
て

も
、
そ
こ
の
記
載
内
容
を
加
盟
店
の
店
員
が
認
識
し
、
そ
の
「
番
号
」
の
保
有
者
を
契
約
当
事
者
と
認
識
す
る
こ
と
は
実
態
上
ま
れ
で
あ

ろ
う
。
加
盟
店
の
店
員
と
し
て
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
機
を
用
い
て
決
算
を
促
し
、
店
員
自
身
は
「
番
号
」
を
確
認
し
な

）
六
七
（



「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

三
一

後
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
契
約
締
結
時
に
契
約
当
事
者
を
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
既
に
確
定
し
て
い
る
契
約

当
事
者
に
交
付
さ
れ
、
口
座
名
義
人
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン

キ
ン
グ
に
お
け
る
「
番
号
」
は
「
類
型
乙
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

⑵
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド（38）

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
発
行
会
社
と
の
間
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
契
約
を
締
結
し
、
商
品
の
支

払
い
の
際
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ド
の
所
持
と
暗
証
番
号
を
用
い
て
支
払
い
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
用
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
の
決
済
を
す
る
際
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
、
名
義
、
有
効
期
限
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
番
号
を
入
力
し
て
決
済
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
な
お
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
番
号
に
つ
い
て
は
求
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。

こ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
名
義
人
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
発
行
会
社
、
加

盟
店
と
三
者
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
名
義
人
以
外
の
両
当
事
者
に
よ
っ
て
「
番
号
」
の
機
能
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
発
行
会
社
か
ら
す
れ
ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
所
持
と
暗
証
番
号
の
入
力
に
よ
っ
て
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
名
義
人
本
人
が
使
用
し
て
い
る
か
と
い
う
同
一
性
の
判
断
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
類
型
乙
」
の
「
番
号
」
利
用
で
あ

る
と
い
え
る
。
他
方
で
、
加
盟
店
か
ら
す
れ
ば
、
事
前
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
名
義
人
と
の
間
で
契
約
は
な
く
、「
類
型
乙
」
で
は
あ
り

え
な
い
。
で
は
、「
類
型
甲
」
に
あ
た
る
か
で
あ
る
が
、
例
え
ば
対
面
で
の
取
引
の
場
合
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
た
と
し
て

も
、
そ
こ
の
記
載
内
容
を
加
盟
店
の
店
員
が
認
識
し
、
そ
の
「
番
号
」
の
保
有
者
を
契
約
当
事
者
と
認
識
す
る
こ
と
は
実
態
上
ま
れ
で
あ

ろ
う
。
加
盟
店
の
店
員
と
し
て
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
機
を
用
い
て
決
算
を
促
し
、
店
員
自
身
は
「
番
号
」
を
確
認
し
な

）
六
七
（
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月
）

三
二

い
こ
と
も
多
い
。
契
約
当
事
者
の
確
定
基
準
を
既
に
述
べ
た
私
見
に
よ
り
「
相
手
方
の
認
識
可
能
な
意
思
」
と
す
れ
ば
、
対
面
取
引
に

限
っ
て
言
え
ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
「
番
号
」
よ
り
も
目
の
前
に
い
る
人
物
を
契
約
当
事
者
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
「
番
号
」
は
契
約
当
事
者
の
確
定
に
影
響
し
な
い
。
仮
に
他
人
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
利
用
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
契
約

当
事
者
の
確
定
と
は
別
の
問
題
で
あ
り
、
加
盟
店
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
名
義
人
本
人
で
あ
る
か
確
認
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

な
り
す
ま
し
て
い
る
行
為
者
の
言
動
も
含
め
て
判
断
さ
れ
て
お
り
、「
番
号
」
の
み
で
契
約
当
事
者
の
確
定
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
え
よ
う
。
他
方
で
、
電
子
商
取
引
で
の
決
済
の
よ
う
な
非
対
面
取
引
の
場
合
に
は
、
契
約
確
定
前
に
決
済
情
報
の
入
力
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
こ
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
番
号
の
入
力
を
行
っ
た
場
合
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
本
人

し
か
使
え
な
い
こ
と
か
ら
し
て
も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
名
義
人
が
契
約
当
事
者
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
考
え
れ
ば
、
電
子
商
取
引
で
は
「
類
型
甲
」
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
る
「
番
号
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
情
報
の
み
を
入
力
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
、
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報
な
ど
と
併
せ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
「
類
型

甲
」
の
性
質
は
持
ち
つ
つ
も
単
体
で
機
能
す
る
場
面
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
（
ユ
ー
ロ
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド（39
））

H
anau

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
ユ
ー
ロ
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
（
ｅ
ｃ
カ
ー
ド
と
も
）
を
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る

が
、
現
在
で
は
ユ
ー
ロ
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
はG

irocard

に
切
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、H

anau

が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
し

て
の
機
能
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
機
能
を
念
頭
に
類
型
化
を
行
う
（
40
）

。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
し
て
現
金
を
引
き
下
ろ
す
利
用
に
際
し
て
は
、
当
然
ジ
ー
ロ
口
座
（G

irokonto

）
の
よ
う
な
口
座
を
開
設
す
る

）
六
七
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

三
三

契
約
が
あ
ら
か
じ
め
必
要
と
な
り
、「
番
号
」
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
所
持
は
契
約
当
事
者
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
の
確
認
に
用
い
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
類
型
乙
」
に
該
当
す
る
と
い
え
る
。

も
っ
と
も
、
預
入
預
金
契
約
は
消
費
寄
託
契
約
に
該
当
す
る
（
41
）

が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
預
入
れ
の
事
例
で
は
、
最
高
裁
平
成

二
八
年
一
二
月
一
九
日
判
決
（
民
集
七
〇
巻
八
号
二
一
二
一
頁
）
が
、「
口
座
に
入
金
が
行
わ
れ
る
た
び
に
そ
の
額
に
つ
い
て
の
消
費
寄
託
契

約
が
成
立
す
る
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
新
た
に
契
約
当
事
者
が
誰
か
の
判
断
を
「
番
号
」
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
と
す

れ
ば
、「
類
型
甲
」
に
分
類
す
る
余
地
も
あ
る
と
い
え
る
。

⑷
　
電
子
マ
ネ
ー
（
ゲ
ル
ト
カ
ル
テ
　Geldkarte （42

））

ゲ
ル
ト
カ
ル
テ
は
リ
チ
ャ
ー
ジ
が
可
能
な
い
わ
ゆ
る
電
子
マ
ネ
ー
と
し
て
利
用
可
能
な
制
度
で
あ
る
（
43
）

。
こ
ち
ら
も
廃
止
が
進
ん
で
お

り
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
電
子
マ
ネ
ー
と
い
う
性
質
に
着
目
し
て
類
型
化
を
行
う
。
電
子
マ
ネ
ー
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
異
な
り
、

商
品
を
購
入
す
る
前
に
現
金
に
よ
っ
て
（
あ
る
い
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
に
よ
っ
て
）
チ
ャ
ー
ジ
す
る
先
払
い
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

電
子
マ
ネ
ー
に
は
二
種
類
存
在
し
、
媒
体
（
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
が
発
行
元
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
発
行
元
が
残
高
な
ど
を
把

握
で
き
る
も
の
と
、
登
録
さ
れ
ず
発
行
元
が
残
高
な
ど
を
把
握
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
（
44
）

。

前
者
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
同
様
に
、
発
行
元
、
登
録
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
、
加
盟
店
が
存
在
し
、
発
行
元
と
の
関
係
で
は
「
類

型
乙
」、
電
子
商
取
引
等
で
利
用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
加
盟
店
と
の
間
で
は
「
類
型
甲
」
と
機
能
し
え
る
。
他
方
で
後
者
は
、
登
録
が

な
い
以
上
発
行
元
が
管
理
し
て
お
ら
ず
、「
類
型
乙
」
と
し
て
の
機
能
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
も
っ
て
契
約
当
事
者
の
確
定
を
し

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
た
め
、「
類
型
甲
」
に
も
あ
た
ら
な
い
。

）
六
七
（



「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

三
三

契
約
が
あ
ら
か
じ
め
必
要
と
な
り
、「
番
号
」
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
所
持
は
契
約
当
事
者
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
の
確
認
に
用
い
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
類
型
乙
」
に
該
当
す
る
と
い
え
る
。

も
っ
と
も
、
預
入
預
金
契
約
は
消
費
寄
託
契
約
に
該
当
す
る
（
41
）

が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
預
入
れ
の
事
例
で
は
、
最
高
裁
平
成

二
八
年
一
二
月
一
九
日
判
決
（
民
集
七
〇
巻
八
号
二
一
二
一
頁
）
が
、「
口
座
に
入
金
が
行
わ
れ
る
た
び
に
そ
の
額
に
つ
い
て
の
消
費
寄
託
契

約
が
成
立
す
る
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
新
た
に
契
約
当
事
者
が
誰
か
の
判
断
を
「
番
号
」
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
と
す

れ
ば
、「
類
型
甲
」
に
分
類
す
る
余
地
も
あ
る
と
い
え
る
。

⑷
　
電
子
マ
ネ
ー
（
ゲ
ル
ト
カ
ル
テ
　Geldkarte （42

））

ゲ
ル
ト
カ
ル
テ
は
リ
チ
ャ
ー
ジ
が
可
能
な
い
わ
ゆ
る
電
子
マ
ネ
ー
と
し
て
利
用
可
能
な
制
度
で
あ
る
（
43
）

。
こ
ち
ら
も
廃
止
が
進
ん
で
お

り
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
電
子
マ
ネ
ー
と
い
う
性
質
に
着
目
し
て
類
型
化
を
行
う
。
電
子
マ
ネ
ー
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
異
な
り
、

商
品
を
購
入
す
る
前
に
現
金
に
よ
っ
て
（
あ
る
い
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
に
よ
っ
て
）
チ
ャ
ー
ジ
す
る
先
払
い
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

電
子
マ
ネ
ー
に
は
二
種
類
存
在
し
、
媒
体
（
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
が
発
行
元
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
発
行
元
が
残
高
な
ど
を
把

握
で
き
る
も
の
と
、
登
録
さ
れ
ず
発
行
元
が
残
高
な
ど
を
把
握
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
（
44
）

。

前
者
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
同
様
に
、
発
行
元
、
登
録
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
、
加
盟
店
が
存
在
し
、
発
行
元
と
の
関
係
で
は
「
類

型
乙
」、
電
子
商
取
引
等
で
利
用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
加
盟
店
と
の
間
で
は
「
類
型
甲
」
と
機
能
し
え
る
。
他
方
で
後
者
は
、
登
録
が

な
い
以
上
発
行
元
が
管
理
し
て
お
ら
ず
、「
類
型
乙
」
と
し
て
の
機
能
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
も
っ
て
契
約
当
事
者
の
確
定
を
し

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
た
め
、「
類
型
甲
」
に
も
あ
た
ら
な
い
。
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三
四

⑸
　（
携
帯
）
電
話
回
線（45）

電
話
回
線
に
お
い
て
は
、
事
前
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
通
信
会
社
と
の
間
で
、
電
話
回
線
を
利
用
す
る
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

に
な
る
。
問
題
は
、
そ
の
電
話
回
線
を
同
居
し
て
い
る
家
族
や
家
族
以
外
の
他
人
（
46
）

が
契
約
名
義
人
の
同
意
な
く
勝
手
に
使
用
し
た
場
合
で

あ
る
。
こ
の
と
き
、
既
に
通
信
会
社
と
の
間
で
は
契
約
締
結
が
行
わ
れ
て
お
り
、
電
話
回
線
を
使
用
し
た
者
が
既
存
の
契
約
に
照
ら
し
て

本
人
な
い
し
権
限
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、「
類
型
乙
」
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
携
帯
電
話
で
も
同
様
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
携
帯
電
話
の
場
合
に
も
携
帯
各
社
と
の
間
で
既
存
の
契
約
関
係
が
あ
る
以
上
、

「
類
型
乙
」
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

H
anau

は
、
電
話
回
線
に
関
連
し
て
、
他
人
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
を
用
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
を
行
う
場
合
も
指
摘
す
る
。

後
述
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
利
用
に
よ
る
購
入
対
価
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
上
で
の
通
信
費
用
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、「
類
型
乙
」
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

⑹
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
の
費
用
負
担
義
務
の
あ
る
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド（47）

後
述
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
場
合
と
類
似
す
る
が
、H

anau

は
項
目
を
分
け
て
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ
で
想
定
さ
れ

て
い
る
の
は
、
あ
る
者
が
他
人
の
番
号
の
下
で
自
身
は
対
価
を
支
払
う
こ
と
な
く
、
費
用
負
担
義
務
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン

ツ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
例
で
は
、
対
象
と
な
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
際
に
、
ど
こ
ま
で
購
入
者
の
情
報
を
入

力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
異
な
り
う
る
が
、
他
人
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
状
態
や
他
人
の
情
報
を
用
い
て
ダ
ウ

）
六
七
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

三
五

ン
ロ
ー
ド
を
行
っ
た
場
合
、
ま
さ
し
く
他
人
の
番
号
を
用
い
て
新
た
に
電
子
的
な
商
品
を
購
入
す
る
契
約
を
締
結
し
て
い
る
と
い
え
、

「
類
型
甲
」
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
と
き
、
対
価
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
れ
ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

等
の
登
録
や
請
求
書
の
送
付
先
を
登
録
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
点
に
、

「
類
型
甲
」
の
要
素
が
見
受
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

⑺
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン（48）

先
に
あ
げ
た
Ｂ
Ｇ
Ｈ
二
〇
一
一
年
五
月
一
一
日
判
決
の
事
例
に
お
い
て
は
、eB

ay

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
有
す
る
者
（
Ｙ
）
で
は
な
く
、

そ
の
婚
約
者
（
Ａ
、
後
の
夫
）
が
Ｙ
の
同
意
な
く
Ｙ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用
し
て
出
品
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
49
）

。
こ
の
事
案
の
よ
う
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
他
人
の
番
号
を
用
い
た
な
り
す
ま
し
が
行
わ
れ
得
る
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
の
「
番
号
」

は
、
既
に
存
在
し
て
い
る
契
約
関
係
を
基
に
し
て
本
人
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
（
サ
ー
バ
ー
を
管
理
し
て

い
る
運
営
元
と
の
関
係
で
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
）、
新
た
に
売
買
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
し
て
い
る
相
手
方
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
相
手
方
は
、
当
然
ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
引
歴
や
評
価
を
踏
ま
え
て
そ
こ
か
ら
推
定
さ
れ
る
人
物
を
契
約
相
手
と
し
て
判
断
す
る
こ
と

に
な
り
、「
類
型
甲
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

２
　
類
型
化
に
よ
る
「
番
号
」
の
法
的
位
置
づ
け
の
明
確
化

⑴
　
以
上
のH

anau

が
列
挙
し
て
い
た
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
に
類
型
化
が
可
能
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
類
型
化
に
よ
っ
て
、「
番
号
」
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
明
確
化
す
る
こ
と
が

）
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三
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、
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し
く
他
人
の
番
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用
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て
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に
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的
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す
る
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を
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し
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と
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え
、

「
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に
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と
に
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う
。
こ
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と
き
、
対
価
の
支
払
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を
求
め
ら
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
れ
ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

等
の
登
録
や
請
求
書
の
送
付
先
を
登
録
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
点
に
、

「
類
型
甲
」
の
要
素
が
見
受
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

⑺
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン（48）

先
に
あ
げ
た
Ｂ
Ｇ
Ｈ
二
〇
一
一
年
五
月
一
一
日
判
決
の
事
例
に
お
い
て
は
、eB

ay

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
有
す
る
者
（
Ｙ
）
で
は
な
く
、

そ
の
婚
約
者
（
Ａ
、
後
の
夫
）
が
Ｙ
の
同
意
な
く
Ｙ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用
し
て
出
品
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
49
）

。
こ
の
事
案
の
よ
う
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
他
人
の
番
号
を
用
い
た
な
り
す
ま
し
が
行
わ
れ
得
る
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
の
「
番
号
」

は
、
既
に
存
在
し
て
い
る
契
約
関
係
を
基
に
し
て
本
人
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
（
サ
ー
バ
ー
を
管
理
し
て

い
る
運
営
元
と
の
関
係
で
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
）、
新
た
に
売
買
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
し
て
い
る
相
手
方
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
相
手
方
は
、
当
然
ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
引
歴
や
評
価
を
踏
ま
え
て
そ
こ
か
ら
推
定
さ
れ
る
人
物
を
契
約
相
手
と
し
て
判
断
す
る
こ
と

に
な
り
、「
類
型
甲
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

２
　
類
型
化
に
よ
る
「
番
号
」
の
法
的
位
置
づ
け
の
明
確
化

⑴
　
以
上
のH

anau

が
列
挙
し
て
い
た
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
に
類
型
化
が
可
能
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
類
型
化
に
よ
っ
て
、「
番
号
」
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
明
確
化
す
る
こ
と
が
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三
六

で
き
る
。

先
に
「
類
型
乙
」
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、「
類
型
乙
」
で
は
既
に
契
約
関
係
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
と
き

の
「
番
号
」
は
、
か
か
る
既
存
の
契
約
に
基
づ
い
て
特
定
の
人
物
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。「
類
型
乙
」
に
お
け
る

「
番
号
」
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
い
る
者
が
、
既
存
の
契
約
締
結
時
に
契
約
当
事
者
と
し
て
扱
わ
れ
た
者
と
同
一
人
物

で
あ
る
か
の
判
断
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
契
約
当
事
者
の
確
定
は
既
に
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

に
よ
る
現
金
の
引
き
下
ろ
し
の
場
合
に
は
、
金
融
機
関
の
債
務
の
履
行
に
あ
た
り
、「
他
人
の
番
号
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
我
が

国
の
法
体
系
で
は
民
法
四
七
八
条
の
善
意
無
過
失
の
評
価
根
拠
事
実
と
し
て
機
能
す
る
。
つ
ま
り
、「
類
型
乙
」
は
広
義
の
な
り
す
ま

し
で
は
あ
る
も
の
の
、
既
に
確
定
し
て
い
る
契
約
当
事
者
と
の
同
一
性
判
断
に
「
番
号
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
上
「
番
号
」

は
契
約
当
事
者
の
確
定
に
は
利
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
法
的
構
成
に
つ
い
て
も
、H

anau

が
検
討
す
る
ド
イ
ツ
法
と
異
な
り
、

我
が
国
の
法
体
系
上
は
民
法
四
七
八
条
の
適
用
場
面
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、「
類
型
乙
」
に
分
類
さ
れ
る
契
約
類
型
が
、
常
に
民
法
四
七
八
条
が
問
題
と
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
前
述
の
他

人
の
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
民
法
四
七
八
条
の
適
用
場
面
で
は
な
い
。

⑵
　
他
方
で
、「
類
型
甲
」
と
し
て
分
類
し
た
事
例
で
は
、
既
存
の
契
約
関
係
は
な
く
、
一
方
当
事
者
が
既
に
認
識
し
て
い
る
相
手
方
と

番
号
の
使
用
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
か
の
判
断
に
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
「
類
型
甲
」
の
場
合
に
は
、「
番
号
」
を
示
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
契
約
主
体
と
な
る
人
物
の
人
格
を
示
そ
う
と
し
て
お
り
、「
番
号
」
を
示
さ
れ
た
側
は
新
た
に
契
約
関
係
を
締
結
す
る

際
に
誰
が
契
約
当
事
者
と
な
る
か
の
判
断
に
「
番
号
」
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
と
き
、「
番
号
」
は
た
だ
の
数
字
の
羅
列
で
は
な
く
、

一
定
の
情
報
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
場
合
に
は
多
く
の
場
合
ア
カ
ウ
ン
ト
の
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「
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の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

三
七

評
価
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
、「
番
号
」
を
示
さ
れ
た
側
は
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
番
号
」
が
用
い
ら
れ
る
と
き
は
、
契
約
当
事
者
と
の
同
一
性
照
会
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
場
合
（
類
型
乙
）
と
契
約

を
締
結
す
る
相
手
方
が
誰
で
あ
る
の
か
の
判
断
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
場
合
（
類
型
甲
）
と
が
存
在
す
る
と
い
え
よ
う
。「
類
型
乙
」
の

「
番
号
」
は
、
こ
の
よ
う
な
性
質
か
ら
、
む
し
ろ
金
融
機
関
等
の
一
方
当
事
者
か
ら
「
番
号
」
の
保
有
者
に
な
る
も
の
へ
と
割
り
振
ら

れ
る
（
与
え
ら
れ
る
）
も
の
で
あ
る
（
50
）

。
他
方
で
、「
類
型
甲
」
の
「
番
号
」
は
、
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
者
が
事
前
に
契
約
主
体
の

人
格
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て
用
意
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
相
手
方
は
「
番
号
」
の
作
成
に
は
関
与
し
て
い
な
い
。

こ
の
類
型
化
の
結
果
、「
類
型
甲
」
に
代
理
法
理
の
適
用
を
検
討
す
る
う
え
で
は
、
前
提
と
し
て
契
約
当
事
者
の
確
定
が
検
討
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

３
　
小
括

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
か
ら
は
「
類
型
甲
」
に
あ
た
る
「
番
号
」
を
念
頭
に
置
き
、
検
討
を
進
め
る
。
そ
し
て
、
類
型
化
の
み
で
は

不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
情
報
が
「
番
号
」
に
付
加
さ
れ
れ
ば
「
他
人
の
番
号
」
を
「
他
人
の
名
」

と
同
様
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
旧
稿
で
は
当
事
者
を
確
定
さ
せ
る
基
準
と
し
て
、「
相
手
方
の
認
識
可

能
な
意
思
」
を
基
準
と
す
べ
き
と
し
た
（
51
）

。
こ
の
「
相
手
方
の
認
識
可
能
な
意
思
」
を
基
準
と
し
た
場
合
、
英
数
字
の
羅
列
で
あ
る
「
番

号
」
の
み
で
は
、「
番
号
」
に
特
定
の
人
物
の
人
格
が
表
れ
て
お
ら
ず
、
相
手
方
か
ら
は
誰
の
意
思
で
あ
る
の
か
が
認
識
で
き
な
い
と
い

え
る
。
相
手
方
か
ら
誰
の
意
思
で
あ
る
の
か
が
特
定
で
き
る
程
度
に
「
番
号
」
に
一
定
の
情
報
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
な
い
し
は
「
番
号
」

が
意
味
づ
け
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
の
事
例
を
考
え
る
と
、
相
手
方
は
表
示
さ
れ
た

）
六
六
（
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三
七

評
価
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
、「
番
号
」
を
示
さ
れ
た
側
は
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
番
号
」
が
用
い
ら
れ
る
と
き
は
、
契
約
当
事
者
と
の
同
一
性
照
会
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
場
合
（
類
型
乙
）
と
契
約

を
締
結
す
る
相
手
方
が
誰
で
あ
る
の
か
の
判
断
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
場
合
（
類
型
甲
）
と
が
存
在
す
る
と
い
え
よ
う
。「
類
型
乙
」
の

「
番
号
」
は
、
こ
の
よ
う
な
性
質
か
ら
、
む
し
ろ
金
融
機
関
等
の
一
方
当
事
者
か
ら
「
番
号
」
の
保
有
者
に
な
る
も
の
へ
と
割
り
振
ら

れ
る
（
与
え
ら
れ
る
）
も
の
で
あ
る
（
50
）

。
他
方
で
、「
類
型
甲
」
の
「
番
号
」
は
、
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
者
が
事
前
に
契
約
主
体
の

人
格
を
表
示
す
る
も
の
と
し
て
用
意
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
相
手
方
は
「
番
号
」
の
作
成
に
は
関
与
し
て
い
な
い
。

こ
の
類
型
化
の
結
果
、「
類
型
甲
」
に
代
理
法
理
の
適
用
を
検
討
す
る
う
え
で
は
、
前
提
と
し
て
契
約
当
事
者
の
確
定
が
検
討
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

３
　
小
括

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
か
ら
は
「
類
型
甲
」
に
あ
た
る
「
番
号
」
を
念
頭
に
置
き
、
検
討
を
進
め
る
。
そ
し
て
、
類
型
化
の
み
で
は

不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
情
報
が
「
番
号
」
に
付
加
さ
れ
れ
ば
「
他
人
の
番
号
」
を
「
他
人
の
名
」

と
同
様
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
旧
稿
で
は
当
事
者
を
確
定
さ
せ
る
基
準
と
し
て
、「
相
手
方
の
認
識
可

能
な
意
思
」
を
基
準
と
す
べ
き
と
し
た
（
51
）

。
こ
の
「
相
手
方
の
認
識
可
能
な
意
思
」
を
基
準
と
し
た
場
合
、
英
数
字
の
羅
列
で
あ
る
「
番

号
」
の
み
で
は
、「
番
号
」
に
特
定
の
人
物
の
人
格
が
表
れ
て
お
ら
ず
、
相
手
方
か
ら
は
誰
の
意
思
で
あ
る
の
か
が
認
識
で
き
な
い
と
い

え
る
。
相
手
方
か
ら
誰
の
意
思
で
あ
る
の
か
が
特
定
で
き
る
程
度
に
「
番
号
」
に
一
定
の
情
報
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
な
い
し
は
「
番
号
」

が
意
味
づ
け
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
の
事
例
を
考
え
る
と
、
相
手
方
は
表
示
さ
れ
た

）
六
六
（
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三
八

「
他
人
の
名
」
に
基
づ
い
て
誰
の
意
思
で
あ
る
の
か
を
特
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
名
」
に
つ
い
て
も
英
数
字
の
羅
列
で
あ

る
「
番
号
」
と
同
じ
問
題
が
内
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
姓
同
名
の
可
能
性
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
純
粋
な
文
字
列
と
し
て
の
「
名
」

だ
け
で
は
誰
の
意
思
で
あ
る
か
の
特
定
は
実
は
困
難
で
あ
り
得
、「
名
」
に
も
本
人
の
外
見
や
住
所
と
い
っ
た
情
報
が
付
随
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
誰
の
意
思
か
が
特
定
で
き
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、「
番
号
」
に
ど
の
よ
う
な
情
報
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
か
は
、
取
引
に
お
い
て
「
名
」
に
ど
の
よ
う
な
情
報
が
付
加
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
有
す
る
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
こ
こ
で
本
稿
の
問
題
意
識
に
立
ち
返
る
と
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
同
様
に
代
理

法
理
を
類
推
適
用
す
る
う
え
で
契
約
当
事
者
の
確
定
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
番
号
」
と
「
名
」
が
共
に
契
約
当
事

者
の
確
定
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
法
的
に
同
様
の
機
能
を
有
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
し
て
も
こ
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
ま
ず
「
名
」
の
機
能
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
と
「
番
号
」
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
検
討
を
進
め
た
い
。

Ⅲ
　
氏
名
の
性
質

１
　
氏
名
と
氏
名
権

⑴
　
検
討
対
象

「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
に
お
け
る
「
名
」
な
い
し
は
氏
名
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
人
格
権
の
一
類
型
と
し
て
の
氏
名
権
に
つ

）
六
六
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

三
九

い
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
や
氏
の
変
更
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
が
多
い
（
52
）

が
、
人
格
権
と
し
て
の
氏
名
権
と
併
せ
て
氏
名
が
取
引
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
す
る
か
を
検
討
し
た
文
献
も
一
定
程
度
存
在
す
る
（
53
）

。

従
来
は
、
氏
名
に
関
し
て
は
、
氏
名
の
冒
用
や
氏
名
を
正
確
な
発
音
で
呼
ば
れ
る
権
利
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

こ
れ
ら
は
ま
さ
し
く
人
格
権
的
な
側
面
か
ら
の
議
論
で
あ
り
、
相
手
方
に
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
る
か
で
は
な
く
、
氏
名
を
持
つ
者
の
権

利
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

他
方
で
、
今
回
の
検
討
対
象
と
す
る
の
は
、
氏
名
の
権
利
性
で
は
な
く
、
氏
名
が
取
引
関
係
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
す
る
か

で
あ
る
。

ま
た
条
文
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
民
法
上
に
は
氏
名
に
関
す
る
規
定
が
一
定
数
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
婚
姻
や
離
婚

に
際
す
る
氏
の
変
更
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
取
引
の
場
面
を
想
定
し
て
の
規
定
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
法
に
目
を
向

け
る
と
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
条
が
「
氏
名
権
　N

am
ensrecht

」
を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
を
テ
ー
マ
と
し
た
文
献
も
複
数
存
在
し
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
条
が
規
定
し
て
い
る
氏
名
権
は
、
日
本
法
に
お
け
る
人
格
権
と
し
て
の
氏
名
権
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
他
人
が
氏

名
を
冒
用
し
た
際
に
差
止
請
求
や
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
取
引
に
お
い
て
の
機
能
を
論
じ
た
も
の
は
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
体
系
的
に
論
じ
ら
れ
る
中
で

取
引
に
際
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
の
言
及
も
一
定
程
度
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
法
ド
イ
ツ
法
の
い
ず
れ
も
限
定
的
な
言
及
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
、
日
本
法
と
ド
イ
ツ
法
の
双
方

か
ら
必
要
な
点
を
補
い
つ
つ
参
照
し
た
い
。

）
六
六
（



「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
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当
事
者
の
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（
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中
）

三
九

い
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
や
氏
の
変
更
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
が
多
い
（
52
）

が
、
人
格
権
と
し
て
の
氏
名
権
と
併
せ
て
氏
名
が
取
引
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
す
る
か
を
検
討
し
た
文
献
も
一
定
程
度
存
在
す
る
（
53
）

。

従
来
は
、
氏
名
に
関
し
て
は
、
氏
名
の
冒
用
や
氏
名
を
正
確
な
発
音
で
呼
ば
れ
る
権
利
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

こ
れ
ら
は
ま
さ
し
く
人
格
権
的
な
側
面
か
ら
の
議
論
で
あ
り
、
相
手
方
に
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
る
か
で
は
な
く
、
氏
名
を
持
つ
者
の
権

利
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

他
方
で
、
今
回
の
検
討
対
象
と
す
る
の
は
、
氏
名
の
権
利
性
で
は
な
く
、
氏
名
が
取
引
関
係
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を
有
す
る
か

で
あ
る
。

ま
た
条
文
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
民
法
上
に
は
氏
名
に
関
す
る
規
定
が
一
定
数
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
婚
姻
や
離
婚

に
際
す
る
氏
の
変
更
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
取
引
の
場
面
を
想
定
し
て
の
規
定
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
法
に
目
を
向

け
る
と
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
条
が
「
氏
名
権
　N

am
ensrecht

」
を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
を
テ
ー
マ
と
し
た
文
献
も
複
数
存
在
し
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
条
が
規
定
し
て
い
る
氏
名
権
は
、
日
本
法
に
お
け
る
人
格
権
と
し
て
の
氏
名
権
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
他
人
が
氏

名
を
冒
用
し
た
際
に
差
止
請
求
や
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
取
引
に
お
い
て
の
機
能
を
論
じ
た
も
の
は
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
体
系
的
に
論
じ
ら
れ
る
中
で

取
引
に
際
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
の
言
及
も
一
定
程
度
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
法
ド
イ
ツ
法
の
い
ず
れ
も
限
定
的
な
言
及
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
、
日
本
法
と
ド
イ
ツ
法
の
双
方

か
ら
必
要
な
点
を
補
い
つ
つ
参
照
し
た
い
。
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四
〇

⑵
　
氏
名
と
「
他
人
の
名
」

ま
ず
氏
名
の
取
引
上
の
機
能
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
視
点
と
考
え
ら
れ
る
の
が
「
他
人
の
名
の
下
で

の
行
為
」
に
お
け
る
「
名
」
が
ど
の
よ
う
な
氏
名
を
表
示
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
氏
名
と
し
て
は
、
あ
る
人
物

の
本
名
の
ほ
か
、
一
時
的
な
偽
名
、
芸
能
人
や
作
家
ら
が
継
続
的
に
使
用
し
て
い
る
芸
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
等
の
変
名
（P

seudonym （
54
））

が

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
、
本
名
の
場
合
に
も
相
手
方
が
既
に
知
っ
て
い
る
人
物
の
本
名
の
場
合
と
相
手
方
に
と
っ
て
未
知
の
人
物
の
本

名
の
場
合
と
で
意
味
合
い
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
氏
名
に
は
本
名
以
外
に
偽
名
も
存
在
し
得
る
の
で
あ
る
が
、「
他
人

の
名
」
と
し
て
本
名
以
外
の
氏
名
が
含
ま
れ
る
の
か
、
本
名
で
あ
れ
ば
常
に
同
様
の
扱
い
と
な
る
の
か
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
検
討
を
進
め

た
い
。

本
稿
の
目
的
は
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
と
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
を
同
列
に
扱
う
上
で
、
ど
の
よ
う
な
「
番
号
」

で
あ
れ
ば
「
名
」
と
同
等
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
鎹
と
し
て
氏
名
の
機
能
に
着
目
し
て
検
討

す
る
の
で
あ
る
が
、
氏
名
の
機
能
を
明
ら
か
に
し
た
後
「
名
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
氏
名
を
い
わ
ば
抽
出
し
て
、
そ
の
抽
出
さ
れ
た
氏
名
と

同
様
に
扱
わ
れ
る
「
番
号
」
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

２
　
氏
名
の
機
能

⑴
　
個
別
化
す
る
機
能
と
分
類
す
る
機
能

取
引
関
係
に
お
け
る
氏
名
の
機
能
と
し
て
、
契
約
の
当
事
者
を
特
定
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
一
見
明
確
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
氏
名
の
機
能
に
つ

）
六
七
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

四
一

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
の
か
を
確
認
し
た
い
。

氏
名
は
、
外
部
的
な
他
の
人
格
と
区
別
す
る
た
め
の
人
格
的
な
特
徴
で
あ
り
、
特
定
の
人
格
を
具
体
的
に
表
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
55
）

。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
他
の
人
格
と
区
別
さ
れ
た
人
格
を
表
す
こ
と
で
あ
り
、
法
的
な
文
脈
で
考
え
れ
ば
法
的
主
体
と
な
り
う
る
人
格
を

示
す
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
ま
た
氏
名
の
最
も
基
本
的
な
構
成
要
素
は
姓
名
で
あ
る
が
、
法
取
引
に
お
い
て
は
名

（
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
）
の
重
要
性
は
姓
よ
り
も
劣
後
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
両
方
合
わ
せ
て
使
用
さ
れ
る
の
が
好
ま
し
い
と
さ
れ

る
（
56
）

。
こ
れ
は
氏
名
が
人
格
を
表
す
も
の
で
あ
る
以
上
、
同
姓
や
同
名
の
人
物
が
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
姓
の
み
あ
る
い
は
名
の
み
よ
り

も
組
み
合
わ
せ
て
情
報
量
を
増
や
し
た
ほ
う
が
特
定
の
人
格
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
氏
名
の
基
本
的
な
機
能
と
し
て
は
、
先
に
あ
げ
た
他
の
人
格
と
の
区
別
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
、
あ
る

集
団
の
他
の
構
成
員
と
の
区
別
を
し
、
個
別
化
す
る
た
め
の
機
能
（
57
）

と
、
逆
に
あ
る
集
団
の
構
成
員
に
分
類
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
機
能

と
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
58
）

。
後
者
の
機
能
は
具
体
的
に
は
、
性
別
を
示
す
名
、
家
族
の
よ
う
な
集
団
へ
の
所
属
、
集
団
の
身
分
（
貴

族
名
）
等
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

個
別
化
す
る
機
能
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
姓
名
が
一
緒
に
使
用
さ
れ
る
方
が
人
格
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、

姓
の
み
あ
る
い
は
名
の
み
で
通
用
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
や
愛
称
に
よ
っ
て
も
当
該
人
物
の
人

格
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
（
59
）

。
す
な
わ
ち
、
氏
名
が
特
定
の
人
格
を
表
す
機
能
は
、
相
手
方
が
当
該
人
物
を
既
知
で
あ
る
か
否
か

や
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
使
用
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
相
対
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
そ
れ
が
承

認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
必
ず
し
も
本
名
で
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
。

他
方
で
、
分
類
す
る
機
能
に
つ
い
て
は
既
に
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
て
い
る
側
面
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
でM

üller

姓

）
六
七
（
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一

い
て
ど
の
よ
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ら
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て
き
た
の
か
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確
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し
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い
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は
、
外
部
的
な
他
の
人
格
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区
別
す
る
た
め
の
人
格
的
な
特
徴
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あ
り
、
特
定
の
人
格
を
具
体
的
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表
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
55
）

。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
他
の
人
格
と
区
別
さ
れ
た
人
格
を
表
す
こ
と
で
あ
り
、
法
的
な
文
脈
で
考
え
れ
ば
法
的
主
体
と
な
り
う
る
人
格
を

示
す
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
ま
た
氏
名
の
最
も
基
本
的
な
構
成
要
素
は
姓
名
で
あ
る
が
、
法
取
引
に
お
い
て
は
名

（
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
）
の
重
要
性
は
姓
よ
り
も
劣
後
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
両
方
合
わ
せ
て
使
用
さ
れ
る
の
が
好
ま
し
い
と
さ
れ

る
（
56
）

。
こ
れ
は
氏
名
が
人
格
を
表
す
も
の
で
あ
る
以
上
、
同
姓
や
同
名
の
人
物
が
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
姓
の
み
あ
る
い
は
名
の
み
よ
り

も
組
み
合
わ
せ
て
情
報
量
を
増
や
し
た
ほ
う
が
特
定
の
人
格
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
氏
名
の
基
本
的
な
機
能
と
し
て
は
、
先
に
あ
げ
た
他
の
人
格
と
の
区
別
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
、
あ
る

集
団
の
他
の
構
成
員
と
の
区
別
を
し
、
個
別
化
す
る
た
め
の
機
能
（
57
）

と
、
逆
に
あ
る
集
団
の
構
成
員
に
分
類
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
機
能

と
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
58
）

。
後
者
の
機
能
は
具
体
的
に
は
、
性
別
を
示
す
名
、
家
族
の
よ
う
な
集
団
へ
の
所
属
、
集
団
の
身
分
（
貴

族
名
）
等
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

個
別
化
す
る
機
能
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
姓
名
が
一
緒
に
使
用
さ
れ
る
方
が
人
格
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、

姓
の
み
あ
る
い
は
名
の
み
で
通
用
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
や
愛
称
に
よ
っ
て
も
当
該
人
物
の
人

格
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
（
59
）

。
す
な
わ
ち
、
氏
名
が
特
定
の
人
格
を
表
す
機
能
は
、
相
手
方
が
当
該
人
物
を
既
知
で
あ
る
か
否
か

や
ど
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
使
用
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
相
対
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
そ
れ
が
承

認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
必
ず
し
も
本
名
で
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
。

他
方
で
、
分
類
す
る
機
能
に
つ
い
て
は
既
に
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
て
い
る
側
面
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
でM

üller

姓
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（
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）

四
二

の
人
は
今
日
で
は
製
粉
所
（M

ühle

）
を
営
ん
で
い
な
い
（
60
）

。
む
し
ろ
氏
名
に
代
わ
っ
て
、
氏
名
の
要
素
で
は
な
い
特
徴
を
使
っ
て
分
類
が

な
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
は
学
位
・
称
号
・
位
階
、
職
階
上
の
名
称
・
職
業
上
の
名
称
（
裁
判
官
、
弁
護
士
、
公
証
人
な

ど
）
が
該
当
す
る
（
61
）

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
分
類
す
る
機
能
に
つ
い
て
も
氏
名
だ
け
で
は
な
く
、
肩
書
と
い
っ
た
付
加
さ
れ
た
情
報
に
よ
っ
て

分
類
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
こ
で
契
約
当
事
者
の
確
定
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
氏
名
の
機
能
の
う
ち
、
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
は
他
の
人
格
と
区
別
す
る

た
め
に
用
い
ら
れ
る
個
別
化
す
る
機
能
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
個
別
化
す
る
機
能
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
さ
ら
に
「
社
会
的
信
用
形
成
・
蓄
積
機
能
」
と
い
う
も
の

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
62
）

。
こ
の
機
能
の
説
明
と
し
て
「
人
が
氏
名
を
使
用
し
続
け
る
と
、
そ
の
人
の
諸
活
動
を
介
し
て
、
程
度
の
差
は

あ
っ
て
も
、
社
会
的
に
信
用
を
得
る
も
の
で
あ
」
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
個
別
化
さ
れ
た
人
格
の
信
頼
形
成
に
あ
た
る
も
の
で
、
い

わ
ば
個
別
化
す
る
機
能
を
基
礎
と
し
て
成
立
し
得
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
氏
名
は
単
な
る
文
字
列
で
は
な
く
、
他
の
人
格
と
の
区
別
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
姓
同

名
の
人
が
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
文
字
列
と
し
て
の
氏
名
だ
け
で
は
他
の
人
格
と
の
完
全
な
区
別
は
困
難
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
同
一

の
氏
名
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
63
）

以
上
、
住
所
等
の
情
報
が
付
加
さ
れ
て
よ
う
や
く
個
別
化
が
な
さ
れ
得
る
（
64
）

。
社
会
的
信
頼
形
成
・
蓄

積
機
能
は
、
こ
の
よ
う
に
氏
名
に
他
の
情
報
が
付
加
さ
れ
て
個
別
化
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
個
別
化
さ
れ
た
当
該
人
格
に
評
価
が

蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
個
別
化
す
る
機
能
に
つ
い
て
は
、
文
字
列
と
し
て
の
氏
名
に
他
の
情
報
が

付
加
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
一
体
と
し
た
も
の
に
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
65
）

。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
分
類
す
る
機
能
の
観
点
で

は
、
氏
名
以
外
の
情
報
を
用
い
て
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
が
個
別
化
す
る
機
能
に
お
い
て
も
生
じ
て

）
六
七
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

四
三

お
り
、
氏
名
以
外
の
情
報
を
用
い
て
個
別
化
が
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
事
象
は
、
い
く
つ
か
の
対
面
取
引
に
お
い
て
も
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
に
際
し
て
は
、
当
然
氏
名

も
提
示
す
る
が
、
そ
れ
以
外
に
部
屋
番
号
や
時
に
は
服
装
な
ど
に
よ
っ
て
も
契
約
相
手
を
特
定
し
て
い
る
。
こ
れ
が
お
忍
び
で
偽
名
を
用

い
て
宿
泊
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
氏
名
そ
の
も
の
は
必
ず
し
も
重
視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
付
加
さ
れ
た
情
報
（
部
屋
番
号
・
服
装
等
）
に
よ

り
特
定
し
て
い
る
こ
と
が
よ
り
顕
著
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
66
）

。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
氏
名
の
個
別
化
す
る
機
能
は
、
必
ず
し
も
氏
名
の
み
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
氏
名
と
そ
れ
に
付
加
さ

れ
た
情
報
に
一
体
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
氏
名
が
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
類
型
で
は
、
殊
更
付
加

さ
れ
た
情
報
の
み
で
個
別
化
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
い
わ
ば
、
氏
名
の
個
別
化
す
る
機
能
の
重
点
が
、
付
加
さ
れ
た
情
報
に
移
動

し
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
氏
名
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
氏
名
以
外
の
住
所
等
の
付
加
情
報
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
も
い
え
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
必
ず
し
も
氏
名
の
み
が
当
該
人
物
の
人
格
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

⑵
　
偽
名
の
使
用
と
「
他
人
の
名
」

こ
れ
を
裏
付
け
る
た
め
、
偽
名
の
場
合
に
つ
い
て
よ
り
検
討
を
行
い
た
い
。
先
の
例
で
使
用
し
た
偽
名
は
、
ホ
テ
ル
に
一
定
期
間
宿
泊

す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
一
時
的
な
偽
名
を
想
定
し
て
い
た
が
、
偽
名
に
は
そ
の
よ
う
な
一
時
的
な
偽
名
か
ら
、
芸
能
人
・
作
家
の
ペ
ン

ネ
ー
ム
や
芸
名
の
よ
う
に
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
偽
名
も
存
在
す
る
。
こ
の
あ
る
程
度
継
続
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
偽
名
も
後
か
ら
設
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
人
物
が
任
意
に
設
定
で
き
る
文
字
列
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
番
号
」
に
も
類
似
し
た
性
質
が
あ
る
か

）
六
七
（



「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

四
三

お
り
、
氏
名
以
外
の
情
報
を
用
い
て
個
別
化
が
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
事
象
は
、
い
く
つ
か
の
対
面
取
引
に
お
い
て
も
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
に
際
し
て
は
、
当
然
氏
名

も
提
示
す
る
が
、
そ
れ
以
外
に
部
屋
番
号
や
時
に
は
服
装
な
ど
に
よ
っ
て
も
契
約
相
手
を
特
定
し
て
い
る
。
こ
れ
が
お
忍
び
で
偽
名
を
用

い
て
宿
泊
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
氏
名
そ
の
も
の
は
必
ず
し
も
重
視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
付
加
さ
れ
た
情
報
（
部
屋
番
号
・
服
装
等
）
に
よ

り
特
定
し
て
い
る
こ
と
が
よ
り
顕
著
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
66
）

。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
氏
名
の
個
別
化
す
る
機
能
は
、
必
ず
し
も
氏
名
の
み
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
氏
名
と
そ
れ
に
付
加
さ

れ
た
情
報
に
一
体
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
氏
名
が
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
類
型
で
は
、
殊
更
付
加

さ
れ
た
情
報
の
み
で
個
別
化
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
い
わ
ば
、
氏
名
の
個
別
化
す
る
機
能
の
重
点
が
、
付
加
さ
れ
た
情
報
に
移
動

し
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
氏
名
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
氏
名
以
外
の
住
所
等
の
付
加
情
報
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
も
い
え
る
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
必
ず
し
も
氏
名
の
み
が
当
該
人
物
の
人
格
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

⑵
　
偽
名
の
使
用
と
「
他
人
の
名
」

こ
れ
を
裏
付
け
る
た
め
、
偽
名
の
場
合
に
つ
い
て
よ
り
検
討
を
行
い
た
い
。
先
の
例
で
使
用
し
た
偽
名
は
、
ホ
テ
ル
に
一
定
期
間
宿
泊

す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
一
時
的
な
偽
名
を
想
定
し
て
い
た
が
、
偽
名
に
は
そ
の
よ
う
な
一
時
的
な
偽
名
か
ら
、
芸
能
人
・
作
家
の
ペ
ン

ネ
ー
ム
や
芸
名
の
よ
う
に
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
偽
名
も
存
在
す
る
。
こ
の
あ
る
程
度
継
続
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
偽
名
も
後
か
ら
設
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
人
物
が
任
意
に
設
定
で
き
る
文
字
列
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
番
号
」
に
も
類
似
し
た
性
質
が
あ
る
か

）
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四
四

ら
で
あ
る
。
事
実
と
き
に
は
、
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
の
よ
う
に
、「
名
」
な
の
か
「
番
号
」
な
の
か
明
確
に
区
別
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

得
よ
う
。

そ
の
た
め
、
氏
名
の
個
別
化
す
る
機
能
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
蓄
積
機
能
を
踏
ま
え
、
偽
名
の
場
合
に
そ
れ
が
「
他
人
の
名
」
と
な
り

う
る
の
か
を
検
討
し
、
そ
の
う
え
で
「
他
人
の
名
」
と
な
り
う
る
偽
名
が
「
番
号
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
の
か
を
検
討
す
る
。

氏
名
の
個
別
化
す
る
機
能
・
蓄
積
機
能
及
び
一
時
的
な
偽
名
の
場
合
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
が
、
お
忍
び
で
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
際

の
一
時
的
な
偽
名
の
場
合
に
、
偶
然
同
姓
同
名
の
人
物
が
存
在
し
て
い
た
と
き
、「
他
人
の
名
」
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
と
し
て
は
、
氏
名
の
個
別
化
す
る
機
能
が
働
い
て
お
ら
ず
、「
他
人
の
名
」
を
示
し
て
人
格
の
同
一
性
を
偽
っ
た
と
は
い
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
偽
名
を
使
用
し
た
本
人
は
自
身
が
宿
泊
し
支
払
い
も
行
う
こ
と
か
ら
、
人
格
の
同
一
性
を
偽

る
こ
と
に
よ
る
な
り
す
ま
し
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
か
つ
ホ
テ
ル
側
も
偽
名
と
同
姓
同
名
の
人
物
で
は
な
く
、
実
際
に
宿
泊
し
た

人
物
を
氏
名
以
外
の
付
加
情
報
で
認
識
し
、
契
約
相
手
と
考
え
て
お
り
、
人
格
の
齟
齬
が
生
じ
て
お
ら
ず
（
67
）

、
自
己
行
為
と
い
え
る
た
め
で

あ
る
（
68
）

。
ホ
テ
ル
側
が
氏
名
（
偽
名
）
そ
の
も
の
に
関
心
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
で
は
、
広
い
意
味
で
は
な
り

す
ま
し
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
に
該
当
す
る
意
味
で
の
な
り
す
ま
し
と
は
言
い
難
い
。

で
は
、
偽
名
を
用
い
た
場
合
に
「
他
人
の
名
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
場
合
は
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
そ
も
そ
も
「
他
人
の

名
」
を
示
し
た
と
い
え
る
た
め
に
は
、
人
格
の
同
一
性
を
誤
ら
せ
る
た
め
に
他
の
人
物
の
氏
名
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
と

き
契
約
相
手
が
別
の
人
格
を
想
起
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
69
）

。

そ
し
て
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
芸
名
の
よ
う
に
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
偽
名
の
場
合
に
は
、
そ
の
偽
名
の
使
用
が
許
さ
れ
る
領
域
で
、
繰
り
返

し
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
暗
黙
に
承
認
さ
れ
れ
ば
氏
名
と
同
一
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
70
）

。
こ
れ
は
、
先
の
氏
名
の
機
能
を
踏
ま
え
る
と
、
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「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

四
五

継
続
的
な
使
用
に
よ
り
そ
の
偽
名
を
用
い
て
特
定
の
人
格
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
承
認
さ
れ
、
人
格
を
個
別
化
す
る
機
能
を
有
す

る
ま
で
に
至
れ
ば
、
氏
名
と
同
一
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
蓄
積
機
能
に
よ
っ
て
そ
の
偽
名
が
指
す
人
物
の
社
会

的
信
用
が
向
上
し
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
に
該
当
す
る
意
味
で
の
な
り
す
ま
し
を
招
く
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
偽
名
と
は
い
え
、
継
続
的
な
使
用
に
よ
り
特
定
の
人
格
を
表
す
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま
っ
た
く
の
別
人
が
そ
の
偽
名

を
使
用
し
た
と
き
、
契
約
相
手
が
別
の
人
格
を
想
起
す
る
こ
と
で
人
格
の
同
一
性
を
偽
る
こ
と
に
な
り
、
偽
名
を
示
す
こ
と
が
「
他
人
の

名
」
を
示
す
こ
と
と
な
る
と
い
え
る
。「
他
人
の
名
」
を
示
す
こ
と
は
、
本
名
に
限
ら
ず
、
他
人
の
人
格
を
偽
名
に
よ
っ
て
表
す
こ
と
も

含
む
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
（
71
）

。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
偽
名
を
も
っ
て
「
他
人
の
名
」
と
す
る
に
は
、
偽
名
が
個
別
化
す
る
機
能
を
有
す
る
程
度
に
長
く
使
用
さ
れ
、
特

定
の
人
格
を
表
す
程
度
に
使
い
慣
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
偽
名
で
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
場
合
の
よ
う
な
一
時
的
な
偽
名

で
は
、
個
別
化
す
る
機
能
を
有
す
る
と
は
い
え
ず
、「
他
人
の
名
」
を
示
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

３
　「
他
人
の
番
号
」
と
「
他
人
の
名
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、「
番
号
」
を
示
す
こ
と
に
が
「
名
」
を
示
す
の
と
同
等
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

「
番
号
」
の
場
合
に
も
、
偽
名
と
同
様
に
さ
ら
に
二
つ
の
類
型
に
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
お
忍
び
で

ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
際
に
使
用
さ
れ
る
偽
名
の
よ
う
に
、
一
時
的
に
使
用
さ
れ
る
「
番
号
」
と
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
「
番
号
」
で
あ
る
。

こ
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
一
回
し
か
使
わ
な
い
場
合
（
一
回
し
か
使
わ
な
い
予
定
の
通
販
サ
イ
ト
で
フ
リ
ー
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入

力
し
て
購
入
す
る
場
合
が
想
定
さ
れ
よ
う
か
）
だ
け
で
な
く
、eB

ay

やam
azon

の
よ
う
な
頻
繁
に
使
う
予
定
の
サ
イ
ト
に
登
録
し
た
ば
か

）
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四
五

継
続
的
な
使
用
に
よ
り
そ
の
偽
名
を
用
い
て
特
定
の
人
格
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
承
認
さ
れ
、
人
格
を
個
別
化
す
る
機
能
を
有
す

る
ま
で
に
至
れ
ば
、
氏
名
と
同
一
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
蓄
積
機
能
に
よ
っ
て
そ
の
偽
名
が
指
す
人
物
の
社
会

的
信
用
が
向
上
し
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
に
該
当
す
る
意
味
で
の
な
り
す
ま
し
を
招
く
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
偽
名
と
は
い
え
、
継
続
的
な
使
用
に
よ
り
特
定
の
人
格
を
表
す
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま
っ
た
く
の
別
人
が
そ
の
偽
名

を
使
用
し
た
と
き
、
契
約
相
手
が
別
の
人
格
を
想
起
す
る
こ
と
で
人
格
の
同
一
性
を
偽
る
こ
と
に
な
り
、
偽
名
を
示
す
こ
と
が
「
他
人
の

名
」
を
示
す
こ
と
と
な
る
と
い
え
る
。「
他
人
の
名
」
を
示
す
こ
と
は
、
本
名
に
限
ら
ず
、
他
人
の
人
格
を
偽
名
に
よ
っ
て
表
す
こ
と
も

含
む
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
（
71
）

。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
偽
名
を
も
っ
て
「
他
人
の
名
」
と
す
る
に
は
、
偽
名
が
個
別
化
す
る
機
能
を
有
す
る
程
度
に
長
く
使
用
さ
れ
、
特

定
の
人
格
を
表
す
程
度
に
使
い
慣
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
偽
名
で
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
場
合
の
よ
う
な
一
時
的
な
偽
名

で
は
、
個
別
化
す
る
機
能
を
有
す
る
と
は
い
え
ず
、「
他
人
の
名
」
を
示
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

３
　「
他
人
の
番
号
」
と
「
他
人
の
名
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、「
番
号
」
を
示
す
こ
と
に
が
「
名
」
を
示
す
の
と
同
等
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

「
番
号
」
の
場
合
に
も
、
偽
名
と
同
様
に
さ
ら
に
二
つ
の
類
型
に
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
お
忍
び
で

ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
際
に
使
用
さ
れ
る
偽
名
の
よ
う
に
、
一
時
的
に
使
用
さ
れ
る
「
番
号
」
と
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
「
番
号
」
で
あ
る
。

こ
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
一
回
し
か
使
わ
な
い
場
合
（
一
回
し
か
使
わ
な
い
予
定
の
通
販
サ
イ
ト
で
フ
リ
ー
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入

力
し
て
購
入
す
る
場
合
が
想
定
さ
れ
よ
う
か
）
だ
け
で
な
く
、eB

ay

やam
azon

の
よ
う
な
頻
繁
に
使
う
予
定
の
サ
イ
ト
に
登
録
し
た
ば
か

）
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四
六

り
で
い
ま
だ
取
引
履
歴
が
一
切
な
い
ア
カ
ウ
ン
ト
に
つ
い
て
前
者
と
後
者
の
い
ず
れ
に
分
類
す
べ
き
か
も
重
要
と
な
ろ
う
。

先
の
偽
名
で
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、「
名
」
と
同
等
に
扱
う
に
は
、
当
該
偽
名
が
他
の
人
格
と
区
分
し
て
特
定
の
人
格
を
表
す
程
度

に
ま
で
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
時
的
に
使
用
さ
れ
る
「
番
号
」
の
場
合
の
う
ち
、
相
手
方
に
示
さ
れ

る
の
が
ア
カ
ウ
ン
ト
の
Ｉ
Ｄ
の
み
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
「
番
号
」
で
あ
る
Ｉ
Ｄ
だ
け
で
は
何
ら
特
定
の
人
格
を
表
し
て
い
る
と
は

い
え
ず
、「
名
」
を
示
し
た
の
と
同
様
に
相
手
方
の
認
識
を
想
起
さ
せ
る
と
は
い
え
な
い
。
も
っ
と
も
、
Ｉ
Ｄ
の
他
に
、
他
人
の
住
所
や

支
払
い
情
報
と
い
っ
た
情
報
を
含
め
て
提
示
し
て
い
る
場
合
に
は
、
付
加
さ
れ
た
情
報
に
よ
っ
て
特
定
の
人
格
を
表
し
て
い
る
と
い
え
、

こ
の
場
合
に
は
「
他
人
の
名
」
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
72
）

。

他
方
で
、
既
に
一
定
の
期
間
取
引
実
績
が
あ
る
場
合
に
は
、
上
記
と
は
異
な
る
考
慮
が
必
要
と
な
る
。
現
在
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ

イ
ト
、
通
販
サ
イ
ト
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
な
ど
で
は
、
利
用
者
が
よ
り
良
い
取
引
相
手
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

多
く
の
場
合
過
去
に
取
引
を
行
っ
た
相
手
か
ら
星
に
よ
る
評
価
付
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
星
の
評
価
平
均
が
高
い
ほ
ど
、
数
が
多
い

ほ
ど
信
頼
で
き
る
取
引
相
手
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
73
）

。
あ
る
程
度
の
期
間
取
引
が
行
わ
れ
て
い
た
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、
星
の
評
価
に

よ
っ
て
他
の
ア
カ
ウ
ン
ト
と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
他
の
人
格
と
区
別
し
て
特
定
の
人
格
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
個
別

化
す
る
機
能
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。
特
に
、
星
に
よ
る
評
価
が
取
引
相
手
の
契
約
主
体
と
し
て
の
信
頼
に
関
わ
る
以
上
、
蓄
積
機
能
も

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
蓄
積
機
能
を
認
め
る
前
提
と
し
て
個
別
化
す
る
機
能
は
備
わ
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

氏
名
の
個
別
化
す
る
機
能
に
つ
い
て
、
付
加
さ
れ
た
情
報
に
重
点
が
移
動
し
得
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
必
ず
し
も
「
名
」
で
は
な
く

「
番
号
」
に
置
き
換
え
ら
れ
た
と
し
て
も
付
加
さ
れ
た
情
報
（
こ
こ
で
は
星
に
よ
る
評
価
を
含
む
）
に
よ
っ
て
個
別
化
す
る
機
能
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
の
整
理
に
な
る
。
ほ
か
、
星
に
よ
る
評
価
の
よ
う
な
付
加
さ
れ
た
情
報
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
特
定
の
取
引
相
手
と
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継
続
し
て
取
引
を
行
っ
て
い
た
場
合
に
は
そ
の
二
者
間
で
は
取
引
履
歴
が
積
み
重
な
っ
て
お
り
、「
番
号
」
に
よ
っ
て
人
格
を
表
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

他
方
で
、eB

ay

やam
azon

の
よ
う
な
頻
繁
に
使
う
予
定
の
サ
イ
ト
で
も
登
録
し
た
ば
か
り
で
い
ま
だ
取
引
履
歴
が
一
切
な
い
ア
カ

ウ
ン
ト
は
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
、
い
ず
れ
取
引
実
績
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
特
定
の
人
格
を
表
す
よ
う

に
な
る
と
い
え
る
が
、
初
め
て
登
録
し
た
時
点
で
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
個
別
化
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
か
で
あ
る
。
結
論

と
し
て
、
例
え
ば
住
所
の
よ
う
な
他
の
情
報
が
付
加
さ
れ
て
表
示
さ
れ
て
い
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
な
ど

で
は
そ
こ
ま
で
の
情
報
は
開
示
さ
れ
て
お
ら
ず
（
74
）

、
ア
カ
ウ
ン
ト
す
な
わ
ち
「
番
号
」
の
み
が
提
示
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
特
定
の
人
格

を
表
し
て
い
る
と
は
と
て
も
い
え
な
い
。
そ
の
た
め
、「
名
」
を
示
し
た
場
合
と
同
様
の
扱
い
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
仮

に
作
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
ア
カ
ウ
ン
ト
保
有
者
と
異
な
る
行
為
者
が
使
用
し
た
場
合
に
は
、
当
該

ア
カ
ウ
ン
ト
が
保
有
者
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
ら
ず
、
行
為
者
の
自
己
行
為
と
な
る
可
能
性
が
存
在
す
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
ア
カ
ウ
ン
ト
管
理
と
の
関
係
で
あ
る
。
通
常
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
サ
イ
ト
等
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は

ア
カ
ウ
ン
ト
保
有
者
が
秘
匿
し
て
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
登
録
し
た
ば
か
り
の
ア
カ
ウ
ン
ト

で
あ
っ
て
も
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
者
は
一
人
に
絞
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
た
と
え
登
録
し
た
ば
か
り
の
ア

カ
ウ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
者
と
紐
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
別
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
特
定
の
人
格
を
表
し
て
い
る
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
相
手
方
が
「
操
作
し
て
い
る
の
は
パ
ス
ワ
ー
ド
を
知
っ
て
い
る
ア
カ
ウ
ン

ト
保
有
者
で
あ
る
」
と
認
識
し
得
る
こ
と
か
ら
、
付
加
さ
れ
た
情
報
が
な
く
て
も
ア
カ
ウ
ン
ト
保
有
者
の
人
格
を
表
示
し
た
こ
と
に
な
る
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か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
妥
当
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
本
稿
の
検
討
内
容
は
、「
他
人
の
番
号
」
を
示

し
た
場
合
と
「
他
人
の
名
」
を
示
し
た
場
合
と
で
同
様
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
で
あ
る
た
め
、「
他
人
の
名
」
を
示
し
た
場
合
と
同

様
の
仕
組
み
で
相
手
方
の
認
識
可
能
な
意
思
と
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
他
人
の
名
」
を
示
し
た
と
い
え
る
た
め

に
は
、
そ
の
「
名
」
及
び
付
加
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
相
手
方
が
特
定
の
人
格
を
想
起
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
そ
の

「
名
」
の
人
物
が
例
え
ば
戸
籍
な
ど
で
紐
づ
け
で
き
る
こ
と
か
ら
人
格
を
想
起
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
相
手
方
に
示
さ
れ
た

情
報
に
基
づ
い
て
相
手
方
が
特
定
の
人
格
を
想
起
で
き
る
必
要
が
あ
り
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
上
の
紐
づ
け
を
根
拠
に
人
格

を
想
起
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
ア
カ
ウ
ン
ト
の
設
定
に
詳
し
く
な
い
人
物
が
設
定
を
別
の

人
物
に
依
頼
し
、
そ
の
別
の
人
物
が
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
を
設
定
し
管
理
も
し
て
い
た
場
合
に
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
を
行
う
者
と
ア
カ
ウ

ン
ト
及
び
付
加
さ
れ
た
情
報
が
示
す
人
格
が
分
離
す
る
こ
と
に
な
り
、
い
ず
れ
の
人
格
を
そ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
示
し
て
い
る
の
か
は
わ
か

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
ア
カ
ウ
ン
ト
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
特
定
の
人
格
を
表
す
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
が
、

パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
ア
カ
ウ
ン
ト
管
理
は
、
ア
カ
ウ
ン
ト
が
示
し
て
い
る
特
定
の
人
格
の
持
ち
主
自
身
が
ア
カ
ウ
ン
ト
を
操
作
し
て
い
る

こ
と
を
強
く
裏
付
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
パ
ス
ワ
ー
ド
は
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用
し
て
い
る
者
が
管
理
し
、
秘
匿
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
カ
ウ
ン
ト
を
操
作
し
て
い
る
の
は
、
ア
カ
ウ
ン
ト
が
示
し
て
い
る
特
定
の
人
格
の
持
ち
主
自
身
で
あ
る
こ
と
を

相
手
方
は
認
識
で
き
る
こ
と
に
な
る
（
75
）

。
仮
に
、
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
管
理
が
な
さ
れ
ず
、
第
三
者
で
あ
っ
て
も
ア
カ
ウ
ン
ト
に
ロ
グ
イ
ン

が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
相
手
方
に
と
っ
て
も
認
識
で
き
て
い
た
場
合
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使
用
し
て
い
る
者
が
複
数
人
存
在
す
る
こ
と
と
な

り
、
も
は
や
特
定
の
人
格
を
表
す
も
の
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
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そ
の
た
め
、
相
手
方
が
既
に
知
っ
て
い
る
情
報
も
含
め
、
ア
カ
ウ
ン
ト
上
の
情
報
か
ら
認
識
で
き
る
人
格
の
同
一
性
を
偽
る
必
要
が
あ

り
、
単
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
管
理
し
て
い
る
人
物
と
紐
づ
け
で
き
る
こ
と
は
「
名
」
を
示
し
た
こ
と
と
同
様
に
は
扱
う
こ
と
が
で
き
ず
、
あ

く
ま
で
も
他
と
区
別
可
能
な
人
格
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
他
人
が
設
定
し
た
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用

し
た
場
合
に
、
そ
れ
が
そ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
初
め
て
の
取
引
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
な
り
す
ま
し
と
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
よ
う
。

Ⅳ
　「
番
号
」
と
「
名
」
を
法
的
に
同
一
視
し
、
類
推
適
用
が
可
能
か
。

以
上
の
検
討
か
ら
、H

anau

が
列
挙
す
る
「
番
号
」
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
契
約
当
事
者
の
確
定
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
（
類
型
甲
）

と
、
既
に
契
約
当
事
者
が
確
定
し
て
い
る
契
約
の
当
事
者
と
同
一
で
あ
る
か
の
同
定
に
用
い
ら
れ
る
も
の
（
類
型
乙
）
と
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
そ
し
て
前
者
の
類
型
甲
で
は
、「
番
号
」
が
契
約
当
事
者
の
確
定
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、「
番
号
」
の
み
で
は
必
ず

し
も
特
定
人
の
人
格
を
表
し
て
い
る
も
の
と
は
い
え
ず
、
付
加
さ
れ
た
情
報
等
に
よ
っ
て
人
格
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

他
方
で
、「
名
」
を
示
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
本
名
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
偽
名
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
が
継
続
的
に
使
用

さ
れ
、
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
名
」
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
た
と
え
偽
名
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
が
承
認
さ
れ
特
定
の
人
格
を
表
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
「
他
人
の
名
」
と
し
て
扱
う
こ

と
が
で
き
る
以
上
、
偽
名
が
「
番
号
」
の
形
で
現
れ
た
と
し
て
も
そ
の
「
他
人
の
番
号
」
が
特
定
人
の
人
格
を
表
す
よ
う
な
社
会
的
承
認

が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
他
人
の
番
号
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
人
格
の
同
一
性
を
偽
る
こ
と
に
な
り
、「
他
人
の
名
」
を
示
し
た
こ
と
と
同
様

の
認
識
を
相
手
方
に
想
起
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
る
。
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こ
の
こ
と
か
ら
、
他
人
が
設
定
し
た
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用

し
た
場
合
に
、
そ
れ
が
そ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
初
め
て
の
取
引
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
な
り
す
ま
し
と
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
よ
う
。

Ⅳ
　「
番
号
」
と
「
名
」
を
法
的
に
同
一
視
し
、
類
推
適
用
が
可
能
か
。

以
上
の
検
討
か
ら
、H

anau

が
列
挙
す
る
「
番
号
」
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
契
約
当
事
者
の
確
定
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
（
類
型
甲
）

と
、
既
に
契
約
当
事
者
が
確
定
し
て
い
る
契
約
の
当
事
者
と
同
一
で
あ
る
か
の
同
定
に
用
い
ら
れ
る
も
の
（
類
型
乙
）
と
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
そ
し
て
前
者
の
類
型
甲
で
は
、「
番
号
」
が
契
約
当
事
者
の
確
定
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、「
番
号
」
の
み
で
は
必
ず

し
も
特
定
人
の
人
格
を
表
し
て
い
る
も
の
と
は
い
え
ず
、
付
加
さ
れ
た
情
報
等
に
よ
っ
て
人
格
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

他
方
で
、「
名
」
を
示
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
本
名
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
偽
名
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
が
継
続
的
に
使
用

さ
れ
、
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
名
」
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
た
と
え
偽
名
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
が
承
認
さ
れ
特
定
の
人
格
を
表
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
「
他
人
の
名
」
と
し
て
扱
う
こ

と
が
で
き
る
以
上
、
偽
名
が
「
番
号
」
の
形
で
現
れ
た
と
し
て
も
そ
の
「
他
人
の
番
号
」
が
特
定
人
の
人
格
を
表
す
よ
う
な
社
会
的
承
認

が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
他
人
の
番
号
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
人
格
の
同
一
性
を
偽
る
こ
と
に
な
り
、「
他
人
の
名
」
を
示
し
た
こ
と
と
同
様

の
認
識
を
相
手
方
に
想
起
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
る
。

）
六
六
（
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五
〇

そ
し
て
、
こ
の
相
手
方
に
別
の
人
格
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
を
契
約
当
事
者
の
確
定
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、「
他
人
の
番
号
」
を
示

し
た
場
合
に
は
、「
相
手
方
か
ら
認
識
可
能
な
意
思
」
は
、
当
該
「
他
人
」
の
意
思
で
あ
る
と
い
え
、「
番
号
」
の
保
有
者
を
契
約
当
事
者

と
し
て
確
定
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
番
号
」
の
保
有
者
と
行
為
者
と
の
人
格
が
異
な
る
こ
と
に

な
り
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
同
じ
当
事
者
関
係
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
代
理
法
理
の
類
推
適
用
を
行
う
上
で
の
前
提
条

件
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
他
人
の
名
」
と
同
様
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
類
型
甲
に
該
当
す
る
「
番
号
」
で
か
つ
、
特
定
の
人
格
を
表
し
て
い
る
と
相
手

方
が
認
識
可
能
な
「
番
号
」
に
限
ら
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

反
対
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
や
通
販
サ
イ
ト
で
の
ア
カ
ウ
ン
ト
は
こ
の
最
も
典
型
的
な
例
で
あ
る
が
、
登
録
し
た
ば
か
り
の
ア
カ
ウ

ン
ト
等
は
、
ア
カ
ウ
ン
ト
設
定
者
と
行
為
者
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
う
え
に
、
そ
も
そ
も
ア
カ
ウ
ン
ト
が
い
ま
だ
成
熟
し
て
お
ら
ず
特
定

の
人
格
を
表
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
た
め
「
他
人
の
名
」
を
示
し
た
場
合
と
同
様
の
認
識
を
想
起
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

し
た
が
っ
て
、H

anau

が
そ
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
法
理
を

類
推
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
当
事
者
を
「
番
号
」
の
保
有
者
に
確
定
す
る
必
要
が
あ
り
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の

類
型
を
限
定
し
て
類
推
適
用
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

）
七
七
七
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

五
一

Ⅴ
　
結
語

１
　
ま
と
め

本
稿
の
目
的
は
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
つ
い
て
、
代
理
法
理
を
類
推
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
事
者
確
定
の
観
点
か

ら
果
た
し
て
「
他
人
の
番
号
」
を
示
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
他
人
の
名
」
を
示
し
た
場
合
と
同
様
の
当
事
者
関
係
が
生
じ
る
の
か
、
言
い

換
え
れ
ば
、「
他
人
の
名
」
を
示
し
た
場
合
に
相
手
方
が
そ
の
他
人
を
当
事
者
と
認
識
す
る
よ
う
な
こ
と
が
「
他
人
の
番
号
」
を
示
し
た

と
き
に
も
生
じ
う
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
場
合
に
「
番
号
」
の
保
有
者
を
契
約
当
事
者
と
し
て
検
討
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
分
野
の
先
駆
者
で
あ
るH

anau

が
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
「
他
人
の
名

の
下
で
の
行
為
」
の
法
理
を
類
推
適
用
で
き
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
当
事
者
の
確
定
の
観
点
か
ら
対
象
と
で
き
る
「
番

号
」
を
よ
り
限
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
問
題
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

著
者
は
電
子
商
取
引
に
つ
い
て
は
、
契
約
当
事
者
を
ア
カ
ウ
ン
ト
保
有
者
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
代
理
法
理
を
類
推
適
用
す
る
可
能
性

を
認
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
76
）

が
、
本
稿
の
検
討
に
よ
り
電
子
商
取
引
以
外
の
取
引
類
型
で
あ
っ
て
も
こ
の
よ
う
に
一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
「
番
号
」
で
あ
れ
ば
そ
の
番
号
の
保
有
者
を
契
約
当
事
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
同
様
の
当
事
者
関
係
が
生
じ
る
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
関
係
に
応
じ
た
検
討
が
今
後
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
の
検
討
は
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
つ
い
て
の
類
型
化
と
一
部
類
型
の
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
の
近
接

性
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
を
検
討
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
明

）
七
七
七
（



「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

五
一

Ⅴ
　
結
語

１
　
ま
と
め

本
稿
の
目
的
は
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
つ
い
て
、
代
理
法
理
を
類
推
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
事
者
確
定
の
観
点
か

ら
果
た
し
て
「
他
人
の
番
号
」
を
示
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
他
人
の
名
」
を
示
し
た
場
合
と
同
様
の
当
事
者
関
係
が
生
じ
る
の
か
、
言
い

換
え
れ
ば
、「
他
人
の
名
」
を
示
し
た
場
合
に
相
手
方
が
そ
の
他
人
を
当
事
者
と
認
識
す
る
よ
う
な
こ
と
が
「
他
人
の
番
号
」
を
示
し
た

と
き
に
も
生
じ
う
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
場
合
に
「
番
号
」
の
保
有
者
を
契
約
当
事
者
と
し
て
検
討
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
分
野
の
先
駆
者
で
あ
るH

anau

が
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
「
他
人
の
名

の
下
で
の
行
為
」
の
法
理
を
類
推
適
用
で
き
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
当
事
者
の
確
定
の
観
点
か
ら
対
象
と
で
き
る
「
番

号
」
を
よ
り
限
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
問
題
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

著
者
は
電
子
商
取
引
に
つ
い
て
は
、
契
約
当
事
者
を
ア
カ
ウ
ン
ト
保
有
者
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
代
理
法
理
を
類
推
適
用
す
る
可
能
性

を
認
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
76
）

が
、
本
稿
の
検
討
に
よ
り
電
子
商
取
引
以
外
の
取
引
類
型
で
あ
っ
て
も
こ
の
よ
う
に
一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
「
番
号
」
で
あ
れ
ば
そ
の
番
号
の
保
有
者
を
契
約
当
事
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
同
様
の
当
事
者
関
係
が
生
じ
る
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
関
係
に
応
じ
た
検
討
が
今
後
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
の
検
討
は
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
つ
い
て
の
類
型
化
と
一
部
類
型
の
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
の
近
接

性
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
を
検
討
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
明

）
七
七
七
（
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五
二

確
に
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

２
　
残
さ
れ
た
課
題

旧
稿
で
、
電
子
商
取
引
に
お
い
て
契
約
当
事
者
を
ア
カ
ウ
ン
ト
保
有
者
と
す
る
こ
と
で
代
理
法
理
の
類
推
適
用
の
可
能
性
を
肯
定
し
、

本
稿
で
は
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
を
類
型
化
し
、
よ
り
一
般
的
に
代
理
法
理
が
適
用
で
き
る
当
事
者
関
係
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
類
型
を
明
ら
か
に
し
た
。

も
っ
と
も
、
電
子
商
取
引
に
お
い
て
代
理
法
理
の
適
用
を
肯
定
で
き
る
と
し
て
も
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
の
概
念
は
、
例
え

ば
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
外
見
代
理
や
認
容
代
理
を
含
む
も
の
で
あ
り
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
が
我
が
国
で
も
妥
当
す
る
か
は
慎

重
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
ほ
か
、H

anau
は
わ
が
国
で
は
民
法
四
七
八
条
が
適
用
さ
れ
る
事
例
に
つ
い
て
も
、
代
理
法
理
の
類
推
適
用
を

念
頭
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
の
適
用
対
象
と
な
る
事
例
の
範
囲
も
異
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。「
他
人
の

名
の
下
で
の
行
為
」
一
般
が
わ
が
国
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
を
検
討
す
る
よ
り
も
、
個
々
の
事
例
や
制
度
を
検
討
し
、
そ
の
限
界
を
見
極

め
な
が
ら
そ
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
に
つ
い
て
も
、

「
偽
名
の
名
の
下
で
の
行
為 H

andeln unter falschem
 N

am
en

」
と
併
せ
て
、「
不
正
確
な
名
の
下
で
の
行
為 H

andeln unter 

unrichtigem
 N

am
en

」
の
下
位
事
例
（U

nterfall

）
と
す
る
見
解
（
77
）

も
存
在
し
、
概
念
自
体
に
争
い
が
あ
る
。
同
様
に
我
が
国
に
お
け
る
署

名
代
理
も
ま
た
、
議
論
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
分
野
で
あ
り
、
署
名
代
理
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
明
ら
か
に
す
る
必
要
も
あ

ろ
う
。

他
方
で
、
電
子
商
取
引
の
事
例
に
目
を
向
け
る
と
、
代
理
法
理
の
適
用
を
肯
定
す
る
と
し
て
も
、
本
人
に
あ
た
る
「
番
号
」
の
保
有
者

）
七
七
七
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

五
三

に
例
え
ば
表
見
代
理
の
責
任
を
負
わ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
民
法
一
〇
九
条
と
民
法
一
一
〇
条
の
い
ず
れ
が
妥
当
な
の
か
、
保
有
者
の
関
与

と
し
て
パ
ス
ワ
ー
ド
の
意
識
的
な
交
付
が
必
要
な
の
か
、
不
十
分
な
管
理
で
十
分
な
の
か
等
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
と
な
る
。
今
回
検
討

し
た
「
他
人
の
名
」
と
「
他
人
の
番
号
」
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
は
、
氏
名
の
使
用
許
可
は
可
能
で
あ
る
が
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
譲
渡
の
よ

う
に
氏
名
そ
の
も
の
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
差
異
が
影
響
す
る
か
も
興
味
が
湧
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
検
討
で
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
つ
い
て
契
約
当
事
者
の
確
定
を
検
討
し
た
こ
と
を
足
掛
か
り
と
し
て
こ
れ
ら
の

検
討
に
つ
な
げ
、
今
後
よ
り
体
系
的
な
検
討
を
行
い
た
い
。

注（
1
） 

臼
井
豊
『
電
子
取
引
時
代
の
な
り
す
ま
し
と
「
同
一
性
」
外
観
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任
』（
法
律
文
化
社
、
二
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八
）
一
六
頁
以
下
に
電
子
（
商
）
取
引
に
お

け
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
、M

ax U
 H

anau,H
andeln unter frem

der N
um

m
er,2004,S

.6.

（
2
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.1ff

（
3
） 

「
他
人
の
名
の
下
に
す
る
行
為
」
と
す
る
訳
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
概
念
は
学
説
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
の
学
説
ご
と
の
相
違
に

つ
い
て
は
小
橋
一
郎
「
他
人
の
名
の
下
に
す
る
行
為
」
民
商
三
六
巻
四
号
（
一
九
五
八
）
四
頁
以
下
、
伊
藤
進
『
代
理
法
理
の
探
求

─
「
代
理
」

行
動
様
式
の
現
代
的
深
化
の
た
め
に
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
）
四
七
五
頁
以
下
、M

anfred G
eusen,D

as H
andeln unter frem

dem
 

N
am

en im
 Z

ivilrecht,1966,S
.1ff

に
詳
し
い
。
ま
た
清
水
千
尋
「「
他
人
の
名
の
下
に
す
る
行
為
」
に
関
す
る
一
考
察
」
上
智
法
学
論
集
二
一
巻

二
・
三
号
合
併
号
（
一
九
七
七
）
一
〇
四
頁
以
下
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 

日
本
法
に
お
け
る
署
名
代
理
の
事
例
に
類
似
す
る
。

（
5
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.6ff.

（
6
） 

Ｂ
Ｇ
Ｈ
二
〇
一
一
年
五
月
一
一
日
判
決
（V

IP
-L

ounge

事
件
判
決
）（B

G
H

Z

　189,346

）
は
、
こ
の
よ
う
な
他
人
の
Ｉ
Ｄ
を
使
用
し
た
な

）
七
七
七
（



「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

五
三

に
例
え
ば
表
見
代
理
の
責
任
を
負
わ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
民
法
一
〇
九
条
と
民
法
一
一
〇
条
の
い
ず
れ
が
妥
当
な
の
か
、
保
有
者
の
関
与

と
し
て
パ
ス
ワ
ー
ド
の
意
識
的
な
交
付
が
必
要
な
の
か
、
不
十
分
な
管
理
で
十
分
な
の
か
等
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
と
な
る
。
今
回
検
討

し
た
「
他
人
の
名
」
と
「
他
人
の
番
号
」
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
は
、
氏
名
の
使
用
許
可
は
可
能
で
あ
る
が
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
譲
渡
の
よ

う
に
氏
名
そ
の
も
の
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
差
異
が
影
響
す
る
か
も
興
味
が
湧
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
検
討
で
、「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
に
つ
い
て
契
約
当
事
者
の
確
定
を
検
討
し
た
こ
と
を
足
掛
か
り
と
し
て
こ
れ
ら
の

検
討
に
つ
な
げ
、
今
後
よ
り
体
系
的
な
検
討
を
行
い
た
い
。

注（
1
） 

臼
井
豊
『
電
子
取
引
時
代
の
な
り
す
ま
し
と
「
同
一
性
」
外
観
責
任
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
八
）
一
六
頁
以
下
に
電
子
（
商
）
取
引
に
お

け
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
、M

ax U
 H

anau,H
andeln unter frem

der N
um

m
er,2004,S

.6.

（
2
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.1ff

（
3
） 

「
他
人
の
名
の
下
に
す
る
行
為
」
と
す
る
訳
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
概
念
は
学
説
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
の
学
説
ご
と
の
相
違
に

つ
い
て
は
小
橋
一
郎
「
他
人
の
名
の
下
に
す
る
行
為
」
民
商
三
六
巻
四
号
（
一
九
五
八
）
四
頁
以
下
、
伊
藤
進
『
代
理
法
理
の
探
求

─
「
代
理
」

行
動
様
式
の
現
代
的
深
化
の
た
め
に
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
一
）
四
七
五
頁
以
下
、M

anfred G
eusen,D

as H
andeln unter frem

dem
 

N
am

en im
 Z

ivilrecht,1966,S
.1ff

に
詳
し
い
。
ま
た
清
水
千
尋
「「
他
人
の
名
の
下
に
す
る
行
為
」
に
関
す
る
一
考
察
」
上
智
法
学
論
集
二
一
巻

二
・
三
号
合
併
号
（
一
九
七
七
）
一
〇
四
頁
以
下
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 

日
本
法
に
お
け
る
署
名
代
理
の
事
例
に
類
似
す
る
。

（
5
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.6ff.

（
6
） 

Ｂ
Ｇ
Ｈ
二
〇
一
一
年
五
月
一
一
日
判
決
（V

IP
-L

ounge

事
件
判
決
）（B

G
H

Z
　189,346

）
は
、
こ
の
よ
う
な
他
人
の
Ｉ
Ｄ
を
使
用
し
た
な

）
七
七
七
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

五
四

り
す
ま
し
の
事
例
で
あ
っ
た
。

（
7
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.14ff.
（
8
） N

iko H
ärting/M

ichael S
trubel,B

B
-K

om
m

entar zu B
G

H
,U

rteil v.11.5.2011, B
B

 2011,S
.2189;M

ichael S
töber,D

ie analoge 

A
nw

endung der §
§

171,172B
G

B
 am

 B
eispiel der unbefugten B

enutzung frem
der Internet-oder T

elekom
m

unikationszugänge,JR
 

H
eft6,S

.228f; Jürgen O
echsler,D

ie B
edeutung des §

172 A
bs.1B

G
B

 beim
 H

andeln unter frem
dem

 N
am

en im
 Internet,A

cP
 

2008,S
.568; G

eorg B
orges,R

echtsscheinhaftung im
 Internet,N

JW
 2011,S

.2402f.

も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
見
解
は
必
ず
し
も
「
他
人
の
番
号

の
下
で
の
行
為
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
指
摘
す
る
我
が
国
の
文
献
と
し
て
臼
井
・
前
掲
注（
１
）七
二
頁
。
こ
の

ほ
か
、
従
来
の
権
利
外
観
と
は
異
な
る
独
自
の
権
利
外
観
と
し
て
扱
う
べ
き
と
す
る
見
解
と
し
て
、F

lorian F
aust,B

G
B

 A
T

:N
utzung eines 

frem
den eB

ay-M
itgliedskontos,Jus 2011,S

.1028; C
arsten H

erresthal,A
nm

erkung zu B
G

H
, U

rteil v.11.5.2011,JZ
 2011,S

.1172; 

M
ichael S

onnentag,V
ertragliche H

aftung bei H
andeln unter F

rem
dem

 N
am

en im
 Intaernet,W

M
 H

eft 34,2012,S
.1616; R

onny 

H
auck,H

andeln unter frem
dem

 N
am

en,Jus 2011,S
.969.

（
9
） M

ichael S
onnentag,a.a.O

.（F
n.8
）,S.1617; F

lorian F
aust,a.a.O

.（F
n.8

）,S.1029

；G
eorg B

orges,a.a.O
.（F

n.8

）,S.2402f.

（
10
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.8f.

（
11
） 

拙
稿
「
電
子
取
引
に
お
け
る
契
約
当
事
者
の
確
定
と
代
理
法
理
の
適
用
─
ド
イ
ツ
の
判
例
及
び
契
約
当
事
者
確
定
論
と
の
比
較
を
通
じ
て
─
」

日
本
法
学
八
八
巻
三
号
（
二
〇
二
三
）
三
〇
一
頁
以
下
。

（
12
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.1.

（
13
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
11
）三
二
六
頁
以
下
。
他
方
で
、M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.15f

に
よ
れ
ば
、H

anau

も
一
般
的
に
こ
の
視
点
が
重
要

で
あ
る
と
指
摘
し
つ
つ
も
、
契
約
相
手
の
意
思
が
問
題
と
な
る
と
き
に
は
、
む
し
ろ
解
釈
上
行
為
者
が
認
識
で
き
る
事
情
を
考
慮
の
上
契
約
相
手
を

ど
う
理
解
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
か
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。

（
14
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
11
）三
二
九
頁
以
下
、
特
に
は
三
三
三
頁
三
三
四
頁
。
こ
こ
で
は
、「
相
手
方
の
認
識
可
能
な
意
思
」
に
基
づ
い
て
契
約
当
事

者
を
判
断
す
べ
き
と
し
、
実
際
に
ア
カ
ウ
ン
ト
を
操
作
し
て
い
る
行
為
者
で
は
な
く
ア
カ
ウ
ン
ト
保
有
者
を
契
約
当
事
者
と
し
た
。 ）

七
七
七
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

五
五

（
15
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.17.

（
16
） 

堀
江
亜
以
子
「「
氏
名
」
と
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
」
山
内
惟
介
先
生
退
職
記
念
論
文
集
、
法
学
新
法
一
二
三
巻
五
・
六
号
（
二
〇
一
六
）
八
一
一

頁
、
五
十
嵐
清
『
人
格
権
法
概
説
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
）
一
四
八
頁
以
下
、
菅
原
崇
「
氏
名
権
の
侵
害
」
竹
田
稔
＝
堀
部
政
男
編
『
新
・
裁
判

実
務
体
系
⑨
：
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
関
係
訴
訟
法
』（
青
林
書
房
、
二
〇
〇
一
）
三
〇
三
頁
、
田
中
通
裕
「
氏
名
権
の
法
理
」
民
商
法
雑
誌

一
二
〇
巻
四
・
五
号
（
一
九
九
九
）
七
〇
二
頁
、
二
宮
周
平
「
氏
名
の
自
己
決
定
権
と
し
て
の
通
称
使
用
の
権
利
」
立
命
館
法
学
二
四
一
号

（
一
九
九
五
）
一
頁
、
大
塚
重
夫
「
氏
名
権
に
つ
い
て
─
判
例
に
よ
る
氏
名
、
芸
名
、
団
体
名
称
の
保
護
─
」
久
留
米
大
学
法
学
一
六
・
一
七
号

（
一
九
九
三
）
九
九
頁
、
川
井
健
「
氏
名
権
の
侵
害
」
伊
藤
正
己
編
「
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
②
」（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
二
）
二
二
三
頁
等
。
ほ

か
関
連
し
て
、
命
名
権
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
長
友
昭
「
氏
名
権
、
親
の
命
名
権
を
め
ぐ
る
比
較
法
的
考
察
─
日
本
の
実
務
と
中
国
の
指
導
案
令

八
九
号
「
北
雁
雲
依
」
事
件
、
中
国
民
法
典
の
人
格
権
規
定
か
ら
─
」
拓
殖
大
学
論
集.

政
治
・
経
済
・
法
律
研
究
二
三
巻
二
号
（
二
〇
二
一
）
一

頁
。

（
17
） 

こ
の
観
点
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
升
田
純
「
氏
名
の
名
義
貸
し
の
法
的
な
責
任
」
中
央
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
巻
三
号
（
二
〇
〇
八
）

三
三
頁
等
。

（
18
） 

氏
に
つ
い
て
は
、
民
法
七
五
〇
条
、
七
六
七
条
、
七
九
〇
条
等
に
規
定
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
氏
の
選
択
や
変
更
な
ど
で
あ
り
、
異
な
る
場

面
を
想
定
し
て
い
る
。

（
19
） A

natol D
utta,R

eform
 des deutschen N

am
ensrechts,2020,S

.1ff;B
ernhard R

aschauer, N
am

ensrecht : eine system
atische 

D
arstellung des geltenden österreichischen und des geltenden deutschen R

echts,1978,S
.1ff;W

olfgang 

S
iebert,P

ersönlichkeitsrecht N
am

enrecht

・Z
eichenrecht,1959,S

.1ff

等
。
ほ
か
、
我
が
国
の
文
献
に
お
い
て
こ
れ
を
紹
介
す
る
も
の
と
し

て
富
田
哲
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
氏
の
規
制
⑴
⑵
⑶
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
一
〇
六
号
（
一
九
八
五
）
三
二
七
頁
以
下
、
一
〇
八
号

（
一
九
八
五
）
二
〇
九
頁
以
下
、
一
一
一
号
（
一
九
八
六
）
四
八
七
頁
以
下
や
広
渡
清
吾
『
ド
イ
ツ
法
研
究
　
歴
史
・
現
状
・
比
較
』
三
四
五
頁
以

下
、
茶
園
成
樹
「
商
標
法
四
条
一
項
八
号
に
よ
る
人
格
的
利
益
の
保
護
─
氏
名
権
を
中
心
に
─
」
パ
テ
ン
ト
二
〇
一
四
、
六
七
巻
四
号

（
二
〇
一
四
）
四
一
頁
以
下
等
が
存
在
す
る
。

）
七
七
七
（



「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

五
五

（
15
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.17.
（
16
） 

堀
江
亜
以
子
「「
氏
名
」
と
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
」
山
内
惟
介
先
生
退
職
記
念
論
文
集
、
法
学
新
法
一
二
三
巻
五
・
六
号
（
二
〇
一
六
）
八
一
一

頁
、
五
十
嵐
清
『
人
格
権
法
概
説
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
）
一
四
八
頁
以
下
、
菅
原
崇
「
氏
名
権
の
侵
害
」
竹
田
稔
＝
堀
部
政
男
編
『
新
・
裁
判

実
務
体
系
⑨
：
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
関
係
訴
訟
法
』（
青
林
書
房
、
二
〇
〇
一
）
三
〇
三
頁
、
田
中
通
裕
「
氏
名
権
の
法
理
」
民
商
法
雑
誌

一
二
〇
巻
四
・
五
号
（
一
九
九
九
）
七
〇
二
頁
、
二
宮
周
平
「
氏
名
の
自
己
決
定
権
と
し
て
の
通
称
使
用
の
権
利
」
立
命
館
法
学
二
四
一
号

（
一
九
九
五
）
一
頁
、
大
塚
重
夫
「
氏
名
権
に
つ
い
て
─
判
例
に
よ
る
氏
名
、
芸
名
、
団
体
名
称
の
保
護
─
」
久
留
米
大
学
法
学
一
六
・
一
七
号

（
一
九
九
三
）
九
九
頁
、
川
井
健
「
氏
名
権
の
侵
害
」
伊
藤
正
己
編
「
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
②
」（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
二
）
二
二
三
頁
等
。
ほ

か
関
連
し
て
、
命
名
権
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
長
友
昭
「
氏
名
権
、
親
の
命
名
権
を
め
ぐ
る
比
較
法
的
考
察
─
日
本
の
実
務
と
中
国
の
指
導
案
令

八
九
号
「
北
雁
雲
依
」
事
件
、
中
国
民
法
典
の
人
格
権
規
定
か
ら
─
」
拓
殖
大
学
論
集.

政
治
・
経
済
・
法
律
研
究
二
三
巻
二
号
（
二
〇
二
一
）
一

頁
。

（
17
） 

こ
の
観
点
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
升
田
純
「
氏
名
の
名
義
貸
し
の
法
的
な
責
任
」
中
央
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
巻
三
号
（
二
〇
〇
八
）

三
三
頁
等
。

（
18
） 

氏
に
つ
い
て
は
、
民
法
七
五
〇
条
、
七
六
七
条
、
七
九
〇
条
等
に
規
定
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
氏
の
選
択
や
変
更
な
ど
で
あ
り
、
異
な
る
場

面
を
想
定
し
て
い
る
。

（
19
） A

natol D
utta,R

eform
 des deutschen N

am
ensrechts,2020,S

.1ff;B
ernhard R

aschauer, N
am

ensrecht : eine system
atische 

D
arstellung des geltenden österreichischen und des geltenden deutschen R

echts,1978,S
.1ff;W

olfgang 

S
iebert,P

ersönlichkeitsrecht N
am

enrecht

・Z
eichenrecht,1959,S

.1ff

等
。
ほ
か
、
我
が
国
の
文
献
に
お
い
て
こ
れ
を
紹
介
す
る
も
の
と
し

て
富
田
哲
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
氏
の
規
制
⑴
⑵
⑶
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
一
〇
六
号
（
一
九
八
五
）
三
二
七
頁
以
下
、
一
〇
八
号

（
一
九
八
五
）
二
〇
九
頁
以
下
、
一
一
一
号
（
一
九
八
六
）
四
八
七
頁
以
下
や
広
渡
清
吾
『
ド
イ
ツ
法
研
究
　
歴
史
・
現
状
・
比
較
』
三
四
五
頁
以

下
、
茶
園
成
樹
「
商
標
法
四
条
一
項
八
号
に
よ
る
人
格
的
利
益
の
保
護
─
氏
名
権
を
中
心
に
─
」
パ
テ
ン
ト
二
〇
一
四
、
六
七
巻
四
号

（
二
〇
一
四
）
四
一
頁
以
下
等
が
存
在
す
る
。

）
七
七
七
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

五
六

（
20
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.6ff.
（
21
） 

単
純
な
パ
ス
ワ
ー
ド
と
異
な
り
、
暗
証
番
号
に
加
え
て
カ
ー
ド
等
の
端
末
が
必
要
と
な
る
。

（
22
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.1.

（
23
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.1f.

（
24
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.14.

（
25
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.17ff.

（
26
） 

「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
で
は
、
行
為
者
と
は
別
の
人
格
と
さ
れ
る
程
度
に
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
必
要
で
あ
り
、
本
人
を
直
接
特
定
で

き
ず
、
行
為
者
が
示
し
た
偽
名
が
行
為
者
自
身
を
指
す
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
時
に
は
、「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
は
扱
わ
れ
な
い
。
こ
の

点
に
つ
き
、M

anfred G
eusen,a.a.O

.（F
n.3

）,S.14f

参
照
。
ま
たH

anau

も
当
然
こ
れ
を
前
提
と
し
て
論
じ
て
お
り
、M

ax U
 H

anau,a.

a.O
.（F

n.1

）,S.19f

参
照
。

（
27
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.17ff.

（
28
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.18f

（
29
） 

川
地
宏
行
「
偽
造
・
盗
難
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
預
金
の
不
正
引
出
と
責
任
分
担
」
専
修
大
学
法
学
研
究
所
紀
要
二
七
号
『
民
事
法
の
諸

問
題
Ⅻ
』（
二
〇
〇
六
）
五
頁
以
下
。

（
30
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.18f.

（
31
） 

最
判
平
成
一
五
年
四
月
八
日
（
民
集
五
七
巻
四
号
三
三
七
頁
）
等
。

（
32
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.17ff.

（
33
） 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
七
〇
条
に
受
取
証
書
の
持
参
人
に
対
す
る
給
付
の
規
定
は
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
六
八
条
の
受
取
証
書
を
受
け
て
の
規
定

で
あ
り
、
我
が
国
の
民
法
四
七
八
条
ほ
ど
広
い
適
用
範
囲
で
は
な
い
。
高
頭
宏
伸
「
弁
済
供
託
に
関
す
る
理
論
構
成
の
試
み
（
そ
の
３
）」
中
央
学

院
大
学
論
叢
四
巻
二
号
（
一
九
六
九
）
一
〇
七
頁
参
照
。

（
34
） 

預
金
払
戻
の
法
的
構
成
は
本
稿
の
検
討
対
象
で
は
な
い
が
、
川
地
・
前
掲
注（
30
）九
頁
以
下
に
よ
れ
ば
、
我
が
国
で
は
「
預
金
債
務
の
弁
済
」

）
七
七
七
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

五
七

と
す
る
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
預
金
者
が
現
金
引
出
を
指
図
し
、
こ
れ
を
受
け
て
現
金
の
払
戻
し
事
務
処
理
が
行
わ
れ
、
払
戻
金
額
と
同
額
の

事
務
処
理
に
要
し
た
費
用
の
償
還
請
求
権
が
生
じ
、
口
座
か
ら
払
戻
金
額
が
引
き
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
法
が
適
用
さ
れ
る
前
提

の
法
律
構
成
自
体
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
35
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.6ff.

（
36
） 

こ
こ
で
の
名
義
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
や
有
効
期
限
と
と
も
に
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
正
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
の
判
断
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
37
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.6.

（
38
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.7.

（
39
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.7.

（
40
） 

川
地
・
前
掲
注（
30
）五
頁
に
よ
れ
ば
、
我
が
国
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
基
本
的
な
仕
組
み
は
同
様
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
41
） 

田
中
誠
二
『
新
版
銀
行
取
引
法
　
四
全
訂
版
』（
経
済
法
令
研
究
会
，
一
九
九
〇
）
八
〇
頁
等
。

（
42
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.8.

（
43
） 

川
地
宏
行
「
カ
ー
ド
型
電
子
マ
ネ
ー
の
不
正
使
用
と
責
任
分
担
」
三
重
大
学
法
経
論
叢
一
六
巻
二
号
（
一
九
九
九
年
）
二
九
頁
以
下
。

（
44
） 

例
え
ば
、
東
京
高
判
平
成
二
九
年
一
月
一
八
日
（
判
時
二
三
五
六
号
一
二
一
頁
）
は
、
登
録
型
の
電
子
マ
ネ
ー
が
利
用
さ
れ
た
事
案
で
あ
っ
た
。

（
45
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.8f.

（
46
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.8f

で
は
、H

anau

は
無
料
で
住
む
代
わ
り
に
家
事
を
手
伝
う
少
女
（M

ädchen

）
が
電
話
で
密
か
に
ア
メ
リ

カ
に
電
話
し
た
場
合
を
例
示
し
て
い
る
。

（
47
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.9.

（
48
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.9f.

（
49
） 

判
例
の
事
案
に
関
し
て
は
、
臼
井
・
前
掲
注（
１
）一
三
八
頁
以
下
や
拙
稿
・
前
掲
注（
11
）三
一
〇
頁
以
下
も
参
照
の
こ
と
。

（
50
） 

こ
の
点
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
商
品
を
購
入
す
る
場
合
に
は
ユ
ー
ザ
ー
登
録
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
多
い
が
、「
番
号
」
保
有
者
が
自
身
の

）
七
七
六
（



「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

五
七

と
す
る
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
は
預
金
者
が
現
金
引
出
を
指
図
し
、
こ
れ
を
受
け
て
現
金
の
払
戻
し
事
務
処
理
が
行
わ
れ
、
払
戻
金
額
と
同
額
の

事
務
処
理
に
要
し
た
費
用
の
償
還
請
求
権
が
生
じ
、
口
座
か
ら
払
戻
金
額
が
引
き
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
法
が
適
用
さ
れ
る
前
提

の
法
律
構
成
自
体
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
35
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.6ff.

（
36
） 

こ
こ
で
の
名
義
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
や
有
効
期
限
と
と
も
に
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
正
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
の
判
断
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
37
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.6.

（
38
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.7.

（
39
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1
）,S.7.

（
40
） 

川
地
・
前
掲
注（
30
）五
頁
に
よ
れ
ば
、
我
が
国
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
基
本
的
な
仕
組
み
は
同
様
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
41
） 

田
中
誠
二
『
新
版
銀
行
取
引
法
　
四
全
訂
版
』（
経
済
法
令
研
究
会
，
一
九
九
〇
）
八
〇
頁
等
。

（
42
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.8.

（
43
） 

川
地
宏
行
「
カ
ー
ド
型
電
子
マ
ネ
ー
の
不
正
使
用
と
責
任
分
担
」
三
重
大
学
法
経
論
叢
一
六
巻
二
号
（
一
九
九
九
年
）
二
九
頁
以
下
。

（
44
） 

例
え
ば
、
東
京
高
判
平
成
二
九
年
一
月
一
八
日
（
判
時
二
三
五
六
号
一
二
一
頁
）
は
、
登
録
型
の
電
子
マ
ネ
ー
が
利
用
さ
れ
た
事
案
で
あ
っ
た
。

（
45
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.8f.

（
46
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.8f

で
は
、H

anau

は
無
料
で
住
む
代
わ
り
に
家
事
を
手
伝
う
少
女
（M

ädchen

）
が
電
話
で
密
か
に
ア
メ
リ

カ
に
電
話
し
た
場
合
を
例
示
し
て
い
る
。

（
47
） M
ax U

 H
anau,a.a.O

.（F
n.1

）,S.9.

（
48
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.9f.

（
49
） 

判
例
の
事
案
に
関
し
て
は
、
臼
井
・
前
掲
注（
１
）一
三
八
頁
以
下
や
拙
稿
・
前
掲
注（
11
）三
一
〇
頁
以
下
も
参
照
の
こ
と
。

（
50
） 

こ
の
点
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
商
品
を
購
入
す
る
場
合
に
は
ユ
ー
ザ
ー
登
録
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
多
い
が
、「
番
号
」
保
有
者
が
自
身
の

）
七
七
六
（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

五
八

希
望
す
る
Ｉ
Ｄ
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
同
一
の
Ｉ
Ｄ
が
既
に
存
在
す
る
場
合
に
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
管
理
者
側
に
拒

否
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
い
わ
ば
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
「
番
号
」
の
申
請
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
管
理
者
側
が
許
可
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

（
51
） 
拙
稿
・
前
掲
注（
11
）三
二
九
頁
以
下
。

（
52
） 
唄
孝
一
『
氏
の
変
更
』
家
族
法
著
作
選
集
第
二
巻
、
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年
三
〇
二
頁
等
。

（
53
） 

上
机
美
穂
「
氏
名
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
─
氏
名
の
法
的
性
質
と
そ
の
保
護
─
」
札
幌
法
学
二
二
巻
二
号
（
二
〇
一
一
）
一
四
四
頁
は
、「
氏
名
に

は
、
識
別
の
機
能
と
し
て
の
側
面
と
、
個
人
の
人
格
を
構
成
す
る
側
面
と
が
存
在
す
る
」
と
し
て
、
両
側
面
を
指
摘
し
て
い
る
。
升
田
・
前
掲
注

（
18
）三
四
頁
。

（
54
） M

anfred G
eusen,a.a.O

.（F
n.3

）,S.6.

清
瀬
信
次
郎
「
氏
名
権
論
」
亜
細
亜
法
学
一
巻
一
号
（
一
九
六
六
）
一
一
八
頁
。

（
55
） M

anfred G
eusen,a.a.O

.（F
n.3

）,S.4.

ま
た
木
棚
照
一
「
氏
名
を
め
ぐ
る
傷
害
的
諸
問
題
」
戸
籍
時
報
七
一
四
号
（
二
〇
一
四
）
六
三
頁
は
、

「
氏
名
は
、
言
語
で
表
現
さ
れ
た
人
の
呼
称
で
あ
り
、
人
の
同
一
性
を
表
示
す
る
機
能
を
有
す
る
」
と
し
、
清
瀬
・
前
掲
注（
55
）一
〇
〇
頁
は
、「
氏

名
は
氏
名
帯
有
者
に
専
属
し
、
人
の
人
格
を
表
示
し
、
他
の
人
の
人
格
と
識
別
す
る
た
め
に
用
い
る
文
字
標
章
で
あ
る
」
と
す
る
。

（
56
） M

anfred G
eusen,a.a.O

.（F
n.3

）,S.5.

（
57
） 

升
田
・
前
掲
注（
18
）三
三
頁
は
「
氏
名
に
よ
る
人
の
識
別
特
定
機
能
」
と
し
て
お
り
、
ま
た
最
判
昭
和
六
三
年
二
月
一
六
日
民
集
四
二
巻
二
号

二
七
頁
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
本
語
読
み
事
件
に
お
い
て
、
最
高
裁
も
「
氏
名
は
、
社
会
的
に
み
れ
ば
、
個
人
を
他
人
か
ら
識
別
し
特
定
す
る
機
能
を
有
す
る
」

と
し
て
お
り
、
同
様
の
視
点
で
あ
る
。
ま
た
商
標
登
録
の
要
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
商
標
法
三
条
一
項
四
号
で
は
識
別
力
を
欠
く
も
の
と
し

て
「
あ
り
ふ
れ
た
氏
又
は
名
称
を
普
通
に
用
い
ら
れ
る
方
法
で
表
示
す
る
標
章
の
み
か
ら
な
る
商
標
」
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、

田
中
・
前
掲
注（
17
）七
四
一
頁
は
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
氏
名
の
他
人
か
ら
識
別
す
る
機
能
に
対
す
る
侵
害
が
「
個
人
の
他
人
か
ら
正
し
く
識
別

さ
れ
る
利
益
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
、
識
別
さ
れ
る
こ
と
を
利
益
と
し
て
構
成
し
て
い
る
。

（
58
） A

natol D
utta,a.a.O

.（F
n.20

）,S.8ff.

こ
れ
ら
の
氏
名
の
機
能
は
潜
在
的
に
は
矛
盾
し
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
個
別
化
す

る
こ
と
と
集
団
に
分
類
す
る
こ
と
が
逆
方
向
の
働
き
を
持
つ
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
清
瀬
・
前
掲
注（
55
）一
〇
〇
頁
は
「
氏
は
単
に
人
の
名
称
と
い

う
以
外
に
戸
籍
上
の
家
族
の
名
称
と
も
言
う
べ
き
身
分
的
意
味
も
あ
る
も
の
と
解
す
べ
き
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
分
類
機
能
と
し
て
の
氏
の
機
能

）
七
七
六
（

「
他
人
の
番
号
の
下
で
の
行
為
」
の
類
型
化
と
契
約
当
事
者
の
確
定
（
田
中
）

五
九

を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
59
） M

anfred G
eusen,a.a.O

.（F
n.3

）,S.5.

茶
園
・
前
掲
注（
20
）四
一
頁
。

（
60
） A

natol D
utta,a.a.O

.（F
n.20

）,S.8.

（
61
） A

natol D
utta,a.a.O

.（F
n.20

）,S.8f. M
anfred G

eusen,a.a.O
.（F

n.3

）,S.8f.

（
62
） 

升
田
・
前
掲
注（
18
）三
四
頁
。
清
瀬
・
前
掲
注（
55
）一
〇
七
頁
も
同
様
の
指
摘
を
す
る
。

（
63
） 

た
ま
た
ま
同
姓
同
名
と
な
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
伝
統
芸
能
な
ど
で
は
襲
名
に
よ
っ
て
同
一
の
氏
名
（
芸
名
）
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

（
64
） M

anfred G
eusen,a.a.O

.（F
n.3

）,S.8f.

（
65
） 

升
田
・
前
掲
注（
18
）三
五
頁
は
、「
氏
名
等
」
と
し
て
お
り
、
氏
名
以
外
の
情
報
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
排
除
し
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。

M
anfred G

eusen,a.a.O
.（F

n.3

）,S.8f

は
、
氏
名
以
外
の
職
業
・
年
齢
・
住
所
と
い
っ
た
情
報
が
不
正
確
に
申
し
出
ら
れ
た
場
合
に
、
人
格
混
同

が
生
じ
れ
ば
「
他
人
の
名
の
下
で
の
行
為
」
と
し
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.17f

も
同
旨
。

（
66
） M

anfred G
eusen,a.a.O

.（F
n.3

）,S.15.

（
67
） M

anfred G
eusen,a.a.O

.（F
n.3

）,S.14f.

（
68
） M

ax U
 H

anau,a.a.O
.（F

n.1

）,S.12.

（
69
） M

ünchener/S
chubert, K

om
m

entar zum
 B

ürgerlichen G
esetzbuch, 9. A

ufl. 

（2021

）, §
 164 R

n.150

に
よ
れ
ば
、
契
約
当
事
者
は

客
観
的
な
受
け
手
の
視
点
（objektiven E

m
pfängerhorizont

）
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、M

ax U
 H

anau,a.

a.O
.（F

n.1

）,S.19ff

に
てH

anau

も
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
な
お
、objektiven E

m
pfängerhorizont

（
70
） M

anfred G
eusen,a.a.O

.（F
n.3

）,S.5.

ま
た
、
清
瀬
・
前
掲
注（
55
）一
一
九
頁
。
ほ
か
、
通
称
名
に
つ
い
て
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
東

京
地
判
平
成
五
年
一
一
月
一
九
日
判
タ
八
三
五
号
五
八
頁
は
、「
通
称
名
で
あ
っ
て
も
、
個
人
が
そ
れ
を
一
定
期
間
専
用
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

当
該
個
人
を
他
人
か
ら
識
別
し
特
定
す
る
機
能
を
有
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
人
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
基
礎
と
な
る
法
的
保
護
の
対
象
た
る
名

称
と
し
て
、
そ
の
個
人
の
人
格
の
象
徴
と
も
な
り
う
る
可
能
性
を
有
す
る
」
と
し
て
い
る
。

（
71
） M

anfred G
eusen,a.a.O

.（F
n.3

）,S.8

は
、
第
三
者
に
権
利
の
あ
る
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
ペ
ン
ネ
ー
ム
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
も
他
人
の
名
の
下

）
七
七
六
（
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（



日
本
法
学

　第
九
十
巻
第
二
号
（
二
〇
二
四
年
九
月
）

六
〇

で
の
行
為
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
。

（
72
） M

anfred G
eusen,a.a.O

.（F
n.3

）,S.1

に
よ
れ
ば
、
真
実
の
氏
名
に
誤
っ
た
人
格
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
が
誤
っ
た
名
の
使
用

と
同
じ
程
度
に
行
為
者
の
人
格
を
偽
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。

（
73
） 
拙
稿
・
前
掲
注（
11
）三
二
九
頁
以
下
。

（
74
） 

も
ち
ろ
ん
、
業
者
の
場
合
に
は
各
情
報
が
添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

（
75
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
11
）三
二
二
頁
。
前
掲
注（
６
）・
Ｂ
Ｇ
Ｈ
二
〇
一
一
年
五
月
一
一
日
判
決R

n.10

参
照
。
ほ
か
、Jürgen O

echsler,D
ie 

B
edeutung des §

172 A
bs.1B

G
B

 beim
 H

andeln unter frem
dem

 N
am

en im
 Internet,A

cP
 2008,S

.568; G
eorg 

B
orges,R

echtsscheinhaftung im
 Internet,N

JW
 2011,S

.2402f

は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
保
護
に
よ
っ
て
、
ア
カ
ウ
ン
ト
が
そ
の
保
有
者
を

示
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
76
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
11
）三
三
三
頁
以
下
。

（
77
） M

anfred G
eusen,a.a.O

.（F
n.3

）,S.17.

）
七
七
七
（

近
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
土
地
法
に
お
け
る
土
地
移
転
方
式
（
西
山
）

六
一

近
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
土
地
法
に
お
け
る
土
地
移
転
方
式

─
バ
ー
ゲ
ン
・
ア
ン
ド
・
セ
ー
ル
と
リ
ー
ス
復
帰
権
放
棄

─
西
　
　
山
　
　
敏
　
　
夫

１
．
は
じ
め
に

一
六
│
一
九
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
土
地
法
に
お
い
て
、
頻
出
す
る
の
が
、
バ
ー
ゲ
ン
・
ア
ン
ド
・
セ
ー
ル
（bargain and sale

）
で

あ
る
。
バ
ー
ゲ
ン
・
ア
ン
ド
・
セ
ー
ル
（
以
下
、
Ｂ
＆
Ｓ
と
略
す
）
と
い
っ
て
も
、
土
地
の
安
売
り
で
は
な
く
、
中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
独
特
の
起
源
を
持
つ
土
地
の
移
転
方
法
で
あ
る
。
こ
の
用
語
に
は
、「
代
金
債
務
の
履
行
を
伴
う
売
買
契
約
」
の
邦
訳
が
当
て
ら
れ

て
い
る
が
（
１
）

、
単
な
る
「
売
買
契
約
」
で
は
な
い
。
こ
の
Ｂ
＆
Ｓ
は
、
不
動
産
法
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
割
に
は
、
そ
の
定
義

は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
他
方
、
不
動
産
移
転
、
セ
ト
ル
メ
ン
ト
の
ケ
ー
ス
に
は
頻
出
す
る
し
、
特
に
、
一
五
三
五
年
ユ
ー
ス
法
（
２
）

以

論

　説

）
一
一
一
（


